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口頭試問（政経学部・理工学部のみ）� 1００点
書類審査�（調査書、出願基準証明書、学修計画書）
� 1００点
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※詳しくは、「令和３年度（２０２1年度）入
学者選抜要項」で必ずご確認ください。

令和３年度
（２０２１年度）入学者選抜要項概要

※AO選抜Ⅱ・Ⅲ期の実施学部・選抜日程等は、本学のホームページもしくは「令和3年度（２０２1年度）入学者選抜要項」でご確
認ください。

「
震
度
５
強
」や
大
災
害
発
生
時
に
発
動

　
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入

　
本
学
で
は
、
大
規
模
災
害

発
生
時
に
学
生
お
よ
び
教
職

員
の
安
否
確
認
を
迅
速
か
つ

確
実
に
行
う
た
め
、
５
月
か

ら
セ
コ
ム
株
式
会
社
が
提
供

す
る
「
国
士
舘
大
学
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
を
開

始
し
た
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
、
対
象
地

域
で
「
震
度
５
強
」
以
上
の

地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
、

気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る
地

震
情
報
を
セ
コ
ム
が
取
得

し
、
登
録
者
に
安
否
確
認
メ

ー
ル
を
自
動
的
に
配
信
。
利

用
者
は
専
用
ア
プ
リ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
で
返
信
し
、
収
集

さ
れ
た
安
否
情
報
は
管
理
者

が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
自
動
集

計
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
迅
速
な

安
否
確
認
と
効
率
的
な
集
計

デ
ー
タ
の
蓄
積
が
行
え
る
よ

う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
掲

示
板
機
能
を
活
用
し
た
円
滑

な
情
報
共
有
が
可
能
と
な

る
。

　
ま
た
、
地
震
に
限
ら
ず
大

規
模
災
害
な
ど
危
険
発
生
時

に
も
、
災
害
に
よ
る
影
響
を

精
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
安

否
確
認
を
行
う
。

　
学
生
に
は
、
本
シ
ス
テ
ム

の
概
要
や
初
期
設
定
方
法
を

記
し
た
「
利
用
者
初
期
登
録

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
をmanaba

（
講
義
支
援
シ
ス
テ
ム
）
上

で
公
開
し
、
全
学
生
の
登
録

が
完
了
し
た
。

全
学
生
・
生
徒
に
８
万
円
給
付

　
家
計
急
変
者
の
授
業
料 

半
額
貸
与

　
本
学
園
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
の
開
始
に
先
立
ち
、
各
家

庭
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
の
整
備
補
助
と
し
て
、
本

学
園
の
全
学
生
・
生
徒
に
対

し
、
一
律
８
万
円
の
緊
急
給

付
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
４
月
28
日
に
本
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
。

　
本
学
学
部
生
お
よ
び
大
学

院
生
に
は
、
普
通
為
替
証
書

を
５
月
26
日
か
ら
順
次
、
学

納
金
納
入
者
住
所
宛
て
に
郵

便
書
留
で
送
付
し
、
高
校
生

お
よ
び
中
学
生
に
は
５
月
中

に
、
授
業
料
引
き
落
と
し
口

座
へ
の
振
込
み
を
行
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
家
計

急
変
を
受
け
て
授
業
料
の
納

入
に
困
難
が
生
じ
た
本
学
学

部
生
お
よ
び
大
学
院
生
に
対

し
て
、
授
業
料
の
半
額
を
無

利
子
で
貸
与
す
る
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
対
す
る
学
費
支
援
制

度
」を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

６
月
30
日
に
公
表
し
た
。

　
本
制
度
に
お
け
る
貸
与
額

は
、
学
費
の
う
ち
授
業
料
自

己
負
担
額
の
半
額
と
し
、
卒

業
時
ま
で
返
還
を
猶
予
す

る
。
本
学
卒
業
時
に
審
査
の

上
、
返
還
義
務
が
免
除
さ
れ

る
。
貸
与
期
間
は
令
和
２
年

度
の
み
。
７
月
20
日
に
申
し

込
み
を
締
め
切
り
、
審
査
を

経
て
11
月
頃
に
採
用
可
否
が

通
知
さ
れ
る
。

学
内
奨
学
金
制
度
も

　
こ
の
ほ
か
、
授
業
料
が
減

免
に
な
る
修
学
援
助
奨
学
生

や
毎
月
定
額
で
奨
学
金
を
給

付
す
る
外
国
人
留
学
生
奨
学

生
な
ど
、
本
学
独
自
の
奨
学

金
制
度
で
も
並
行
し
て
募
集

を
行
っ
た
。

　
外
国
人
留
学
生
奨
学
生

は
、
本
年
度
の
授
業
が
開
始

さ
れ
た
５
月
か
ら
さ
か
の
ぼ

っ
て
給
付
す
る
。
募
集
期
間

は
７
月
31
日
ま
で
。

教
育
後
援
会 

書
面
で
総
会

事
業
計
画
に
コ
ロ
ナ
対
策
も

　
本
学
学
生
ご
父
母
で
構
成

さ
れ
る
国
士
舘
大
学
教
育
後

援
会
は
６
月
、
発
足
か
ら
５

回
目
と
な
る
令
和
２
年
度
の

総
会
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
へ
の
対
策
と
し

て
資
料
送
付
に
よ
る
書
面
で

行
っ
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
大
学
の

各
種
事
業
が
中
止
ま
た
は
縮

小
さ
れ
、
授
業
も
遠
隔
と
な

っ
て
い
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
緊
急
対
策
が
さ
れ
て
い

る
状
況
に
呼
応
し
、
例
年
と

大
き
く
異
な
る
事
業
計
画
と

な
っ
た
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
将
来

計
画
に
向
け
た
「
奨
学
金
等

積
立
特
別
会
計
予
算
」
の
創

設
、
国
士
舘
安
否
確
認
シ
ス

テ
ム
導
入
へ
の
支
援
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の
活
動
支

援
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
伴
う
学
生
支
援

に
関
す
る
諸
施
策
へ
の
支
援

な
ど
が
決
議
さ
れ
た
。

　
継
続
事
業
の
う
ち
、
新
入

生
へ
の
入
学
お
祝
い
品
と
し

て
用
意
し
た
防
災
セ
ッ
ト

（
写
真
）
は
、
後
期
授
業
開

始
後
に
配
布
す
る
予
定
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬
試
験

の
受
験
料
支
援
に
つ
い
て

は
、
春
期
授
業
期
間
中
に
予

定
さ
れ
て
い
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
模
擬

試
験
の
実
施
が
困
難
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験

対
策
本
を
３
年
生
全
員
に
無

料
配
布
す
る
事
業
を
全
面
支

援
し
た
。
　

文
化
財
石
垣　
技
術
協
会
を
設
立

初
代
会
長
に
橋
本
教
授

　
文
化
財
石
垣
補
修
・
補
強

技
術
協
会
が
７
月
に
設
立
さ

れ
、
発
起
人
の
一
人
で
あ
る

本
学
理
工
学
部
の
橋
本
隆
雄

教
授
（
写
真
）
が
会
長
に
就

任
し
た
。

　
本
協
会
は
、
城
壁
お
よ
び

伝
統
的
建
造
物
群
石
垣
の
補

修
・
補
強
対
策
工
法
を
構
築

し
、
そ
の
技
術
を
全
国
に
普

及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
会
員
と
し
て
関
連

企
業
13
社
と
本
学
を
含
む
大

学
２
校
が
参
加
す
る
。

　
文
化
遺
産
で
あ
る
石
垣
の

多
く
が
地
震
や
豪
雨
に
よ

り
、
孕
み
な
ど
の
変
状
を
生

じ
、
崩
壊
す
る
恐
れ
が
あ
る

も
の
の
、
土
木
・
地
盤
工
学

分
野
の
視
点
で
十
分
な
対
策

技
術
が
確
立
さ
れ
て
お
ら

ず
、
多
く
の
地
域
で
の
補
強

対
策
へ
の
要
望
に
応
え
ら
れ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
歴
史
的
な
文
化
遺
産
を
後

世
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
も
、

本
協
会
で
は
、
施
工
・
模
型

実
験
や
高
度
な
解
析
を
駆
使

し
、
極
力
現
状
維
持
し
た
ま

ま
で
新
た
な
工
法
を
構
築

し
、
保
存
と
伝
承
を
目
指

す
。

中
高
は
通
常

授
業
を
再
開

万
全
の
感
染
防
止
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
お
よ
そ

２
カ
月
に
わ
た
っ
て
休
校
が

続
い
て
い
た
国
士
舘
中
学

校
・
高
等
学
校
は
、
５
月
11

日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル

を
用
い
た
授
業
を
開
始
し
た
。

　
５
月
８
日
に
は
授
業
開
始

に
先
立
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ

れ
、
画
面
上
な
が
ら
久
し
ぶ

り
に
顔
を
合
わ
せ
た
生
徒
ら

は
同
級
生
と
の
対
面
に
喜
び

の
声
を
挙
げ
た
。

　
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を

受
け
６
月
１
日
か
ら
は
分
散

登
校
が
開
始
さ
れ
、
こ
の
日

開
か
れ
た
全
校
集
会
で
は
、

新
し
い
生
活
様
式
を
遵
守
し

た
学
校
生
活
に
お
け
る
注
意

点
が
伝
え
ら
れ
た
。
授
業
は

大
学
の
教
室
を
活
用
す
る
な

ど
３
密
回
避
を
徹
底
。
部
活

動
も
時
間
・
人
数
を
制
限
し
、

徐
々
に
再
開
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
６
月
29
日
に
は
、

一
斉
授
業
を
再
開
し
た
。
登

校
時
の
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
な

ど
に
よ
る
検
温
や
各
教
室
へ

の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
設
置

な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
施

し
つ
つ
、
都
の
感
染
状
況
に

応
じ
た
柔
軟
な
措
置
を
講

じ
、
生
徒
へ
の
感
染
防
止
に

努
め
て
い
る
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
へ

　
本
学
で
は
被
災
世
帯
の
在
学
生
に
対
し
、

次
の
と
お
り
経
済
的
支
援
措
置
を
講
じ
ま
す
。

■
学
費
の
減
免

　
内
閣
府
の
災
害
救
助
法
適
用
地
域
世
帯
の

学
生
に
対
し
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
授
業
料

の
半
額
を
免
除
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

学
生
・
厚
生
課
（
全
学
部
対
象
）

０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
４

■
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
申
請
受
付

　
給
付
奨
学
金
の
家
計
急
変
採
用
、
貸
与
奨

学
金
の
緊
急
・
応
急
採
用
等
の
申
請
手
続
き

を
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

学
生
・
厚
生
課
奨
学
金
窓
口（
全
学
部
対
象
）

０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
３

被
災
さ
れ
た
受
験
生
の
方
へ

　
令
和
３
年
度
入
学
試
験
に
お
い
て
、
内
閣

府
の
災
害
救
助
法
適
用
地
域
出
身
受
験
者
を

対
象
に
入
学
検
定
料
を
全
額
免
除
し
ま
す
。

該
当
者
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

入
試
部
：
０
３
（
５
４
５
１
）
３
２
１
１

　
こ
の
た
び
の
九
州
を
中
心
に
全
国
各
地
で
発
生

し
た
豪
雨
災
害
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
の
安
全
と
被
災
地
の
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

災害による本学の支援措置について
　
学
園
閉
鎖
の

　
お
知
ら
せ

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と

し
て
次
の
期
間
中
、
学
園
を

閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の
間
に
管

理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構

で
き
ま
せ
ん
。

■
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
：
８
月
19
日
～
23

日■
中
学
・
高
校
区
域
：
８
月

１１
日
～
19
日

入
試
改
革
元
年

新
た
な
入
学
者
選
抜
の
実
施

　
本
学
は
、
令
和
２
年
度
に

実
施
す
る
令
和
３
年
度
入
学

者
選
抜
か
ら
「
平
成
33
年
度

大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項

の
見
直
し
に
係
る
予
告
（
平

成
29
年
７
月
13
日
付
文
科
高

第
３
５
５
号
高
等
局
長
通

知
）」
に
基
づ
き
、
入
試
区

分
名
称
、
入
学
者
選
抜
実
施

日
程
、
実
施
方
法
、
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
な
ど

の
変
更
に
伴
う
新
た
な
入
学

者
選
抜
を
行
う
。

　
大
学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
適
合
し
て

い
る
か
な
ど
学
力
の
３
要
素

を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価

す
る
こ
と
を
加
え
た
入
学
者

選
抜
と
な
る
。

　
本
年
は
、
特
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
実

施
内
容
な
ど
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
公
平
公
正
に
努
め
、
万

全
を
期
し
て
実
施
す
る
。

　
本
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
次
の
イ
ベ

ン
ト
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
：
本
年
の
全
日
程
を

中
止
（
８
月
29
日
、
30

日
、９
月
２６
日
、２７
日
）

■
父
母
懇
談
会
：
本
年
度

中
止

■
学
園
祭
：
鶴
川
祭
（
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
）、楓

門
祭
（
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
）、多
摩
祭
（
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
）
を
中
止

■
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
：
中
止

学
内
イ
ベ
ン
ト
を
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

受付をウェブ化
　
本
学
は
、
学
生

か
ら
の
面
談
申
し

込
み
受
付
を
ウ
ェ

ブ
化
し
た
。
面
談

内
容
は
、学
修
、学

生
生
活
、人
間
関
係
、進
路
、

退
学
・
休
学
な
ど
を
想
定
。

学
生
が
申
し
込
ん
だ
相
談
内

容
を
も
と
に
、
希
望
す
る
面

談
対
応
部
署
や
配
慮
内
容
を

加
味
し
た
う
え
で
面
談
対
応

者
を
決
定
す
る
。
面
談
方
法

は
、
状
況
に
応
じ
て
対
面
、

電
話
、ウ
ェ
ブ
、メ
ー
ル
な
ど
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
日
常

の
中
で
行
わ
れ
て
き
た
学
生

へ
の
声
か
け
や
相
談
が
難
し

い
状
況
下
で
、
受
付
を
ウ
ェ

ブ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
か
ら
の
相
談
申
込
が
行
い

や
す
い
環
境
を
作
る
の
が
狙

い
。

　
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
で
、
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず

相
談
に
至
ら
な
か
っ
た
潜
在

的
な
学
生
ニ
ー
ズ
の
発
掘
に

も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
ウ
ェ
ブ
化
を
機
に
、
こ
れ

ま
で
各
学
部
で
行
っ
て
い
た

面
談
記
録
の
統
一
を
図
り
、

全
学
的
に
相
談
内
容
や
対
応

方
法
の
蓄
積
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
蓄
積
さ
れ
た
情
報

は
、
学
生
支
援
の
た
め
の
対

応
検
討
に
役
立
て
る
。

※
学
生
相
談

申
込
ウ
ェ
ブ

受
付
フ
ォ
ー

ム
　
　
　
→

　
本
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
す
べ
て
中
止

と
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
替
わ
っ
て
受
験
を

検
討
す
る
高
校
生
へ
の
進
学

相
談
を
受
け
付
け
る
た
め
、

６
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
進

学
相
談
を
開
始
。
７
月
か
ら

は
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し
、

ウ
ェ
ブ
相
談
の
予
約
の
ほ
か
、

入
学
者
選
抜
の
概
要
説
明
動

画
や
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
動

画
な
ど
を
配
信
し
て
い
る
。

　「
Ｗ
Ｅ
Ｂ

進
学
相
談
」

サ
イ
ト
は
こ

ち
ら
　
　
→

学
生
の
総
合
相
談
窓
口

進
学
相
談
サ
イ
ト
開
設

　
ま
ず
は
こ
の
た
び
の
九
州
を
中

心
に
全
国
各
地
で
発
生
し
た
豪
雨

災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
選
択

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

騒
擾
で
迎
え
た
令
和
２
年
度
で
し

た
が
、
本
学
は
、
春
期
授
業
を
す

べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン（
遠
隔
授
業
）で

行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。当
初
、多

く
の
学
生
諸
君
は
自
宅
のW

i-Fi

環
境
や
使
用
機
材
、
そ
し
て
未
体

験
の
授
業
形
態
へ
の
不
安
も
あ
り

困
惑
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、manaba

（
講
義

支
援
シ
ス
テ
ム
）を
主
軸
と
し
て
、

収
録
可
能
な
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
方
式
の
ツ
ー

ル
を
選
択
す
る
と
共
に
、
教
育
の

質
の
確
保
を
第
一
目
的
と
し
て
、

教
職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
り
学

部
・
研
究
科
の
各
々
の
特
性
に
合

わ
せ
た
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
教
員
一
人
一
人
が
授

業
内
容
を
検
証
し
丁
寧
な
個
別
指

導
を
心
掛
け
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
時
代
に
相
応
し
い
可
能

性
や
利
便

性
、
創
造
性

を
修
得
で
き

る
よ
う
、
実

践
を
重
ね
教

育
効
果
を
高

め
て
ま
い
り

ま
す
。
　

　
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
を
機

と
す
る
、
よ

り
高
度
で
多

様
な
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
の

進
展
を
視
野

に
、
社
会
変

化
に
対
応
す

る
た
め
の
取
り
組
み
も
進
め
る
所

存
で
す
。

　
修
学
支
援
の
充
実
も

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
多
く
の
活
動
が

制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
禁
止
措
置
に
伴

い
、
課
外
活
動
を
中
止
し
、
キ
ャ

リ
ア
・
就
職
支
援
や
図
書
館
の
利

用
な
ど
修
学
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

支
援
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る

方
法
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
現
下
に
お
け
る
研
究
活
動

へ
の
影
響
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
本
学
は
、
ウ
ェ
ブ
や
電

話
を
利
用
し
た
学
生
相
談
や
ガ
イ

ダ
ン
ス
の
開
講
、
図
書
館
の
利
用

な
ど
、
新
た
な
方
法
で
の
修
学
支

援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、

経
済
的
支
援
の
た
め
の
本
学
独
自

臨
時
奨
学
金
制
度
な
ど
を
通
じ

て
、
本
学
で
の
学
び
を
継
続
で
き

る
手
立
て
も
講
じ
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
は

明
ら
か
な
限
界
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
は
本
来
の
大
学
生
活
を
実
感

で
き
な
い
こ
と
に
焦
燥
の
思
い
を

募
ら
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
世
の
中
に
幾
ば
く
か
の
良
き
価

値
を
遺
す
こ
と
が
、
人
と
し
て
の

こ
の
世
に
生
を
受
け
た
意
味
で
あ

る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
大
学
と
は

独
善
や
独
断
を
排
し
、
真
理
追
求

の
場
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
教

員
そ
し
て
仲
間
た
ち
と
の
語
り
合

い
、
励
ま
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
目

標
を
同
じ
く
す
る
仲
間
た
ち
と
の

喜
怒
哀
楽
を
共
有
で
き
る
と
い
う

大
学
本
来
の
創
造
的
空
間
が
遮
ら

れ
て
い
る
現
状
を
早
期
に
改
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
本
学
で
は
感
染
防
止

の
た
め
の
厳
格
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、
対
面
授
業
開
始
に
向

け
て
鋭
意
、
準
備
を
整
え
て
お
り

ま
す
。 

た
だ
、第
２
波
へ
の
備
え
、

命
を
守
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
等
に
よ

り
、
通
常
と
は
異
な
っ
た
対
応
も

施
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
学
生
諸
君
の
一

人
一
人
の
自
覚
と
見
識
に
基
づ
く

責
任
あ
る
行
動
な
く
し
て
、
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
授
業
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。
ご
理
解
を
賜
り
た
く
存
じ

ま
す
。

　
閑
散
と
し
て
静
ま
り
返
っ
た
キ

ャ
ン
パ
ス
が
、
皆
さ
ん
の
歓
喜
と

笑
顔
で
再
び
活
気
横
溢
す
る
こ
と

を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
〝
夢
・

成
就
へ
〟
の
願
い
を
込
め
て
！

対
面
授
業
再
開
へ
自
覚
と
見
識
を

オンライン授業の実施と、大学教育の要諦 佐藤圭一学長が談話

独自の緊急支援策実施
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
は
本
学
在
学
生

の
授
業
や
研
究
活
動
の
ほ

か
、
就
職
活
動
、
課
外
活

動
、
経
済
状
況
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
。

　
４
月
８
日
の
キ
ャ
ン
パ

ス
入
構
禁
止
措
置
以
降
、

春
期
授
業
を
す
べ
て
遠
隔

で
実
施
し
て
き
た
本
学

は
、
全
国
の
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
た
５
月
25

日
以
降
も
引
き
続
き
入
構

禁
止
措
置
を
継
続
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
社
会
状
況

を
注
視
し
つ
つ
、
５
月
29

日
に
は
本
学
ス
ポ
ー
ツ
協

議
会
指
定
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
な
い
学
生
の
み
限
定

的
に
再
開
し
、
７
月
１
日

に
は
一
部
科
目
の
対
面
授

業
お
よ
び
研
究
活
動
を
再

開
す
る
な
ど
、
段
階
的
な

緩
和
措
置
を
講
じ
て
い

る
。
引
き
続
き
、
状
況
変

化
に
応
じ
た
対
策
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

�

（
関
連
記
事
４
面
）

　
大
学
教
育
の
要
諦
と

　
対
面
授
業
の
再
開

オンライン授業の様子
（文学部・長谷川均教授）

▼
元
教
授
６
人
に
「
名
誉
教
授
記
」
授
与

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【
２
面
】

▼
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
質
向
上
へ
の
取
り
組
み

���
�
�
�
�
�
�
�
【
４
面
】

▼
理
工
学
部
・
南
教
授
が
換
気
改
善
へ
提
案

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
【
５
面
】

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
の
本
学
ア
ス
リ
ー
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

�
�
�
�
�
�
�
�
【
６
面
】

大学の教室を利用した授業の様子
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負債の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 負 債 8,556,636,045 7,584,063,465 972,572,580
長 期 借 入 金 3,637,452,000 2,750,512,000 886,940,000
長 期 未 払 金 163,249,992 186,303,240 △23,053,248
退 職 給 与 引 当 金 4,755,934,053 4,647,248,225 108,685,828

流 動 負 債 5,332,116,678 5,029,555,097 302,561,581
短 期 借 入 金 613,060,000 485,292,000 127,768,000
未 払 金 863,128,946 711,866,915 151,262,031
前 受 金 3,519,359,629 3,430,004,776 89,354,853
預 り 金 336,568,103 402,391,406 △65,823,303
負債の部合計 13,888,752,723 12,613,618,562 1,275,134,161

純資産の部
科目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 83,631,380,234 81,984,445,476 1,646,934,758
第 １ 号 基 本 金 82,270,338,234 80,624,403,476 1,645,934,758
第 ２ 号 基 本 金 0 0 0
第 ３ 号 基 本 金 70,042,000 69,042,000 1,000,000
第 ４ 号 基 本 金 1,291,000,000 1,291,000,000 0

繰越収支差額 △20,946,045,280 △21,885,305,133 939,259,853
翌年度繰越収支差額 △20,946,045,280 △21,885,305,133 939,259,853
純資産の部合計 62,685,334,954 60,099,140,343 2,586,194,611

負債及び純資産の部合計 76,574,087,677 72,712,758,905 3,861,328,772

令和元年度決算の概要 （財務部）

　令和元年度決算は、令和 2 年 5 月27日開催
の評議員会・理事会において所要の手続きを
得て承認されました。
　以下に掲げる決算の概要は、令和元年度に
実施した事業に基づき確定した計算書類のう
ち、事業活動収支計算書及び貸借対照表を用
いて、同年度における収入支出の状況及び令
和 2 年 3 月31日において保有する資産、負債
及び純資産を前年度決算額と比較して説明し
たものです。
　なお、「令和元年度計算書類」の内容は、「令
和元年度事業報告書」とともに本学ホームペ
ージで公開しています。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、年度内における教
育活動収支、教育活動外収支を経常的なもの
として、また特別収支を臨時的なものとして
3 つの活動区分に集計される事業活動収入と
事業活動支出の内容を明らかにするものです。
１ ．教育活動収支
　教育研究機関としての本業となる教育活動
収支の差額では、対前年度 1 億3,200万円増
加し、22億3,700万円となりました。
　収入の内訳では、学生生徒等納付金は、授
業料、施設設備費等の合計で対前年度3,600
万円増加し、159億1,000万円となりました。
入学検定料を主とした手数料は 5 億2,000万
円、寄付金（現物寄付を含む）は9,500万円、
経常費等補助金は、国から大学へ 8 億800万
円、東京都から高等学校及び中学校へ 4 億
6,800万円、その他の補助金と合わせて13億
8,100万円の交付を受けました。付随事業収
入では、学生寮に係る補助活動収入、本学が
行う附属事業、学外機関からの受託事業及び
本学が主催する公開講座収入と合わせて 3 億
3,800万円、また雑収入では、退職者の減少
に伴う退職金財団等交付金収入が対前年度 5
億6,300万円減少し合わせて 5 億2,500万円と
なりました。
　これらにより教育活動収入合計では、対前
年度 4 億1,200万円減少し、187億7,300万円
となりました。
　支出の内訳では、人件費で教職員への給与
等として82億7,400万円、役員報酬、年金、
退職金及びアルバイト等への賃金合わせて 2

億5,700万円。また、将来の退職金支払いに
備えた退職給与引当金繰入額として 4 億
6,600万円を繰り入れ、人件費合計では、対
前年度 6 億8,200万円減少し、89億9,900万円
となりました。
　教育研究経費では、国内外における実習及
び研究に係る旅費交通費、学生・生徒の資質
向上及び人材育成に向けた奨学費、関連業務
の「外国語教育の強化」「学生カウンセリング」
「キャリア支援事業」「情報教育システム等
保守運用管理」「図書館運営」「町田・多摩キ
ャンパス近隣駅間のスクールバス運行」及び
「学園内の警備・清掃」等の学外請負業者へ
の委託料、ほか事業に要した経費並びに建物・
構築物・教育研究用機器備品等に係る一年間
の減価償却額との合計で対前年度1,200万円
増加し、60億3,900万円となりました。
　管理経費では、学園広報事業及び学生・生
徒の募集事業等のほか直接的な教育用途以外
の建物・構築物・機器備品等の減価償却額と
の合計で対前年度 1 億900万円増加し、14億
800万円となりました。
　また徴収不能額等では、未収入金の状況を
踏まえた結果8,700万円となりました。
　これらにより教育活動支出合計では、対前
年度 5 億4,500万円減少し、165億3,600万円
となりました。
２ ．教育活動外収支
　教育活動外収支の差額は、対前年度 1 億
3,000万円増加し 1 億8,100万円となりました。
　 内 訳 は、 収 入 で 受 取 利 息・ 配 当 金 2 億
1,600万円、支出で借入金等利息3,500万円で
す。
３ ．特別収支
　当年度における臨時的な要因によるものと
した特別収支差額は、対前年度 1 億4,500万
円増加し、 1 億6,700万円となりました。
　特別収入では、保有する有価証券の売却益
として資産売却差額に 1 億5,700万円、また、
その他の特別収入は、学園施設の総合整備事
業を使途指定とした寄付金で200万円、科学
研究費等を使途指定とした現物寄付金で
1,400万円、施設設備の充実に向けた高等学
校理科教育設備整備費補助金等で100万円、
合わせて1,900万円となりました。
　特別支出では、資産処分差額として施設改

修に伴う一部施設の処分等における不動産処
分差額600万円、その他の資産処分差額では
当年度における「物品の不用決定」、「図書の
除却」等を合わせて300万円となり、合計で
900万円となりました。
　以上の 3 つの区分による収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額では、25億
8,600万円となり、 3 つの事業活動収入額を
分母とする事業活動収支差額比率（当年度に
おける経営の採算性を示す指標）は、13.49
％となりました。
この基本金組入前当年度収支差額から、将来
において保有する資産の維持確保に向けた基
本金として16億4,600万円を組み入れた結果、
当年度収支差額では 9 億3,900万円となり、
前年度繰越収支差額を加えた翌年度繰越収支
差額は、マイナス 209億4,600万円となりま
した。

●貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末の資産、負債、
純資産の状態を表示しています。
　資産の部は、固定資産で577億1,000万円と
なりました。内訳では、有形固定資産で建物・
構築物・機器備品等の減価償却による減少を
含め対前年度13億9,000万円増加して414億
700万円を計上しました。増加の主なる要因
は、教育研究環境の充実に向けた多摩及び町
田地区の新たな土地の取得に14億6,100万円、
8 月初旬竣工に向けた国士舘楓の杜キャンパ
スのグランド整備事業に係る建設仮勘定とし
て 5 億6,400万円の計上によるものです。特
定資産は、学生の厚生事業充足に向けた奨学
基金としての第 3 号基本金引当特定資産の
100万円と教育研究用機器の更新並びに施設
の維持改修に向けた減価償却引当特定資産に
2 億円を継続増加し合計で24億7,000万円と
なりました。その他の固定資産では、保有し
ていた有価証券の売却による減少で138億
3,300万円となりました。
　また、流動資産は、計上した 3 月31日から
起算して 1 年以内に現金化される資産です。
対前年度合計では30億6,900万円増加し、188
億6,300万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部では、対前年度38億
6,100万円増額して765億7,400万円となりま

した。
　負債の部の固定負債では、既存及び新規土
地取得資金等に充てた借入金の計画的返済に
よ り 対 前 年 度 9 億7,200万 円 増 額 し て85億
5,600万円となりました。
　また、流動負債では、年度末において次年
度に繰り越した取引業者への未払金及び長期
借入金の内から翌年度返済予定とする短期借
入金に主として授業料の前受金等を合わせて
53億3,200万円となり、負債の部合計では、
対前年度12億7,500万円増額して138億8,800
万円となりました。
　純資産の部は、資産の取得源泉を自己資本
として基本金と繰越収支差額で構成していま
す。基本金では、第 1 号基本金に、本年度に
おける施設等に係る借入金の返済額及び機器
備品等の購入額として16億4,500万円を組み

入れ、第 3 号基本金では、国士舘奨学基金と
して100万円を組み入れ、第 4 号基本金では、
恒常的に保持すべき資金として前年度同額を
計上し基本金合計では、対前年度16億4,600
万円増加して836億3,100万円となりました。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額と同額で、マ
イナス209億4,600万円となり、基本金及び繰
越収支差額を合計した純資産の部は、前年度
末より25億8,600万円増加して626億8,500万
円となりました。
　この結果、負債及び純資産の部の合計は、
前年度より38億6,100万円増加して資産の部
と同額の765億7,400万円となりました。
　なお、説明上の金額表示は、100万円未満
を切り捨てています。

詳細はホームページに掲載しています　https://www.kokushikan.ac.jp
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事業活動収支の割合

4%5%

25%

17%
4%

54%46% 収支差額
26億円

収入総額192億円
支出総額166億円

収入

支出

45%45%

学生生徒等
納付金
経常費等
補助金
受取利息・
配当金ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 資 産 57,710,674,219 56,918,411,585 792,262,634
有形固定資産 41,407,323,797 40,016,864,740 1,390,459,057
土 地 11,101,663,815 9,639,689,905 1,461,973,910
建 物 及 び 構 築 物 22,990,285,574 23,944,648,722 △954,363,148
教育研究用機器備品 949,252,970 677,574,719 271,678,251
管 理 用 機 器 備 品 145,751,260 149,860,706 △4,109,446
図 書 5,050,786,915 4,997,204,605 53,582,310
車 両 5,769,881 8,783,883 △3,014,002
建 設 仮 勘 定 1,163,813,382 599,102,200 564,711,182
特 定 資 産 2,470,042,000 2,269,042,000 201,000,000
第２号基本金引当特定資産 0 0 0
第３号基本金引当特定資産 70,042,000 69,042,000 1,000,000
退職給与引当金特定資産 2,000,000,000 2,000,000,000 0
減価償却引当特定資産 400,000,000 200,000,000 200,000,000
その他の固定資産 13,833,308,422 14,632,504,845 △799,196,423
借地権・電話加入権 216,238,540 216,238,540 0
有 価 証 券 13,600,368,200 14,399,033,200 △798,665,000
そ の 他 の 資 産 16,701,682 17,233,105 △531,423

流 動 資 産 18,863,413,458 15,794,347,320 3,069,066,138
現 金 預 金 18,204,245,663 13,720,896,414 4,483,349,249
未 収 入 金 330,819,515 864,285,169 △533,465,654
貯 蔵 品 73,017,693 70,887,909 2,129,784
有 価 証 券 200,000,000 1,094,400,000 △894,400,000
前 払 金・ 仮 払 金 53,196,665 41,921,866 11,274,799
別 段 預 金 ほ か 2,133,922 1,955,962 177,960
資産の部合計 76,574,087,677 72,712,758,905 3,861,328,772

令和元年度 貸借対照表
令和２年３月31日

（単位：円）

（単位：円）

令和元年度 事業活動収支計算書（概略）
平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

（参考）
事　業　活　動　収　入　計 19,167,195,285 19,434,898,039 △267,702,754
事　業　活　動　支　出　計 16,581,000,674 17,257,623,186 △676,622,512

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 令和元年度決算 前年度決算 前年度差異
学 生 生 徒 等 納 付 金 15,910,093,850 15,873,168,790 36,925,060
手 数 料 520,949,450 526,410,222 △5,460,772
寄 付 金 95,655,927 44,056,326 51,599,601
経 常 費 等 補 助 金 1,381,802,897 1,354,886,373 26,916,524
付 随 事 業 収 入 338,992,062 314,016,656 24,975,406
雑 収 入 525,979,564 1,073,489,748 △547,510,184
教 育 活 動 収 入 計 18,773,473,750 19,186,028,115 △412,554,365

事業活動
支出の部

人 件 費 8,999,394,202 9,682,307,369 △682,913,167
教 育 研 究 経 費 6,039,887,831 6,027,574,033 12,313,798
管 理 経 費 1,408,760,479 1,298,914,387 109,846,092
徴 収 不 能 額 等 87,995,653 72,654,710 15,340,943
教 育 活 動 支 出 計 16,536,038,165 17,081,450,499 △545,412,334
教 育 活 動 収 支 差 額 2,237,435,585 2,104,577,616 132,857,969

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 216,868,941 216,470,412 398,529
その他の教育活動外収入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 216,868,941 216,470,412 398,529

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 35,584,357 166,057,002 △130,472,645
その他の教育活動外支出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 35,584,357 166,057,002 △130,472,645
教 育 活 動 外 収 支 差 額 181,284,584 50,413,410 130,871,174

経 常 収 支 差 額 2,418,720,169 2,154,991,026 263,729,143

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 157,785,000 0 157,785,000
そ の 他 の 特 別 収 入 19,067,594 32,399,512 △13,331,918

特 別 収 入 計 176,852,594 32,399,512 144,453,082
事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 9,378,152 6,653,227 2,724,925
そ の 他 の 特 別 支 出 0 3,462,458 △3,462,458

特 別 支 出 計 9,378,152 10,115,685 △737,533
特 別 収 支 差 額 167,474,442 22,283,827 145,190,615

基本金組入前当年度収支差額 2,586,194,611 2,177,274,853 408,919,758
基 本 金 組 入 額 合 計 △1,646,934,758 △1,650,279,485 3,344,727
当 年 度 収 支 差 額 939,259,853 526,995,368 412,264,485
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △21,885,305,133 △22,412,300,501 526,995,368
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △20,946,045,280 △21,885,305,133 939,259,853

名誉教授記 ６氏に授与

◇
三
輪
　
春
樹
（
み
わ
・
は
る
き
）　
昭
和
58
年
筑
波
大
学

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
平
成

14
年
本
学
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
教
授
。
同
学
部
学
生
主
任
を

務
め
た
。
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
設
立
と
と
も
に
本
学
に
着
任

し
、
学
部
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
在
職
18
年
。

◇
原
田
　
信
男
（
は
ら
だ
・
の
ぶ
お
）　
昭
和
58
年
明
治
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
平
成
10

年
博
士
（
史
学
）（
明
治
大
学
）。
平
成
14
年
本
学
21
世
紀
ア

ジ
ア
学
部
教
授
。
江
戸
時
代
の
食
文
化
に
関
す
る
研
究
で
多

数
の
著
書
が
あ
り
、
日
本
の
優
れ
た
食
文
化
を
世
界
に
広
め

た
。
在
職
18
年
。

◇
田
代
　
博
司
（
た
し
ろ
・
ひ
ろ
し
）　
昭
和
58
年
中
央
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
平
成
元

年
国
士
舘
短
期
大
学
講
師
、
同
９
年
同
教
授
、
同
14
年
本
学

文
学
部
教
授
。
国
士
舘
短
期
大
学
国
文
科
長
、
教
務
部
長
、

学
長
室
長
、
学
校
法
人
国
士
舘
理
事
を
歴
任
。
大
学
運
営
、

法
人
運
営
の
重
職
を
担
い
、
学
園
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
在

職
31
年
。

◇
藤
本
　
公
明
（
ふ
じ
も
と
・
き
み
あ
き
）　
昭
和
54
年
明

治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
同

年
本
学
教
養
部
助
手
、
同
59
年
政
経
学
部
二
部
講
師
、
平
成

５
年
同
教
授
、
同
15
年
政
経
学
部
教
授
。
政
経
学
部
長
、
経

済
学
研
究
科
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
学
部
運
営
お
よ
び

そ
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
在
職
41
年
。

◇
中
根
　
雅
夫
（
な
か
ね
・
ま
さ
お
）　
昭
和
56
年
筑
波
大

学
大
学
院
経
営
政
策
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
平
成
２

年
本
学
政
経
学
部
一
部
講
師
、
同
８
年
同
教
授
、
同
23
年
経

営
学
部
教
授
。
経
営
研
究
所
長
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
長
、
経
営
学
部
長
な
ど
を
歴
任
。
経
営
学
部
設
置
当
初

か
ら
学
部
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
在
職
30
年
。

◇
岡
田
　
保
良
（
お
か
だ
・
や
す
よ
し
）　
昭
和
52
年
京
都

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。
平
成

６
年
博
士
（
工
学
）（
京
都
大
学
）。
昭
和
55
年
本
学
イ
ラ
ク

古
代
文
化
研
究
所
講
師
、
平
成
７
年
同
教
授
。
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
長
、
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究
所
長
を
歴
任
。
ま
た
ユ

ネ
ス
コ
や
イ
コ
モ
ス
の
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
数
々
の
世
界

遺
産
登
録
に
関
わ
り
、
遺
産
の
保
存
に
力
を
尽
く
し
た
。
現

在
は
日
本
イ
コ
モ
ス
国
内
委
員
会
委
員
長
。
在
職
40
年
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト

留
学
へ
２
プ
ロ
グ
ラ
ム

名
誉
教
授
川
𥔎
治
夫
氏 

逝
去

楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス 

完
工
は
８
月

新
型
コ
ロ
ナ
が
工
期
に
影
響

１
年
間
。
協
定
校
で
授
業
や

レ
ポ
ー
ト
、試
験
を
こ
な
し
、

一
定
以
上
の
評
価
が
得
ら
れ

れ
ば
単
位
が
認
定
さ
れ
る
た

め
、
授
業
や
研
究
指
導
を
受

け
る
た
め
の
語
学
力
が
条
件

と
な
る
。部
活
動
に
参
加
し
、

現
地
学
生
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
も
で
き
る
。
昨
年
度

は
15
人
の
学
生
が
６
カ
国
１

地
域
に
派
遣
さ
れ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
、
夏
季
と
春
季

　
本
学
は
、
２
０
２
１
年
度

交
換
留
学
生
を
募
集
し
て
い

る
。

　
本
学
が
提
供
す
る
２
つ
の

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
、

こ
の
交
換
留
学
は
、
本
学
と

海
外
協
定
校
と
の
間
で
調
印

さ
れ
て
い
る
「
交
換
留
学
協

定
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ

る
も
の
。
留
学
先
は
世
界
15

地
域
に
あ
る
32
の
協
定
校
か

ら
選
択
し
、
留
学
期
間
は
約

　
本
学
名
誉
教
授
の
川
﨑
治

夫
（
か
わ
さ
き
・
は
る
お
＝

情
報
科
学
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
）氏
が
、４
月
４
日
に
逝
去

さ
れ
た
。
享
年
72
歳
。
葬
儀

は
近
親
者
の
み
で
営
ま
れ
た
。

　
川
﨑
氏
は
昭
和
52
年
日
本

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。
同
年
本
学
情
報
セ
ン
タ

ー
専
任
講
師
、
同
59
年
同
助

教
授
、
平
成
12
年
同
教
授
。

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。

　
入
職
後
は
、
開
設
し
て
間

も
な
い
電
子
計
算
機
セ
ン
タ

ー
の
発
展
を
支
え
、
情
報
処

理
講
座
の
開
講
や
事
務
の
電

算
化
な
ど
を
通
じ
て
高
度
情

報
化
社
会
の
要
請
に
対
応
で

き
る
人
材
育
成
と
学
園
の
情

報
化
に
尽
力
し
た
。

に
開
催
さ
れ
る
短
期
留
学

は
、
約
３
週
間
の
語
学
・
文

化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
国
際
感
覚
を
養
成
す
る
も

の
で
、
初
め
て
の
海
外
留
学

に
最
適
。
来
年
２
月
実
施
予

定
の
春
季
海
外
研
修
は
、
９

月
中
旬
ご
ろ
に
実
施
の
有
無

を
決
定
す
る
。

　
い
ず
れ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染

状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
変

更
な
ど
の
判
断
を
す
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
：
０３（
５

４
８
１
）
３
２
０
６

列席者全員で記念撮影。受賞者は前列左から藤本氏、原田氏、三輪氏、（佐藤学長）、中根氏、岡田氏

国
士
舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
空
撮

（
令
和
２
年
６
月
撮
影
）

　
令
和
２
年
度
名
誉
教
授
記

授
与
式
が
６
月
17
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
士
舘
大

講
堂
で
執
り
行
わ
れ
、
本
年

度
は
６
人
の
元
教
授
に
名
誉

教
授
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
授
与
後
、
佐
藤
圭
一
学
長

は
「
先
生
方
の
教
育
・
研
究

に
お
け
る
功
績
、
ま
た
本
学

へ
の
貢
献
に
つ
い
て
心
か
ら

感
謝
す
る
。
今
後
も
そ
の
経

験
・
知
見
を
も
っ
て
ご
指
導

を
お
願
い
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
も
何
よ
り
も
健
康
に
配

慮
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　
続
い
て
、
列
席
し
た
５
人

の
受
賞
者
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
名
誉
教
授
の
名
に
恥
じ

な
い
よ
う
に
研
究
を
続
け
た

い
」「
研
究
を
続
け
て
い
る

が
、
今
日
を
契
機
に
さ
ら
に

精
進
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
述
べ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
称
号

は
、
教
育
、
学
術
ま
た
は
文

化
の
発
展
に
特
に
功
績
の
あ

っ
た
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。

海外を見てこよう

高度情報化分野で功績

　【
訂
正
】
５
２
０
号
２
面

掲
載
の
「
役
職
者
紹
介
」
で

任
期
を
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
セ

ン
タ
ー
長
／
令
和
４
・
３
・

31
ま
で

●
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
　
セ

ン
タ
ー
長
／
令
和
４
・
３
・

31
ま
で

●
図
書
館
・
情
報
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
／

令
和
５
・
３
・
31
ま
で

　本学園 ４ 番目のキャンパスとなる
「国士舘楓の杜キャンパス」（東京都
町田市野津田町）のグラウンド工事の
竣工が、新型コロナウイルス感染拡大
の影響を受け、 ８ 月に延期となった。
　現在は、約400人収容の観客スタン
ドのほかトイレ棟、正門横の駐車場や

キャンパス内の道路整備が完了してい
る。
　今後は ８ 月の竣工を目指し、グラウ
ンドの人工芝敷設などの工事を進め、
ＪＦＡ（日本サッカー協会）による公
認施設認定のための最終審査が実施さ
れる予定。
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前
列
左
か
ら
２
人
目
が
執
筆
者
、

３
人
目
が
藤
井
教
授

前列右から１人目が栗崎さん、２人目が
大橋さん、左端が島崎講師

月ヶ瀬准教授のZoomによる授業風景

テロップを入れてわかりやすさを追求した古坂講師

平成１３年１２月 プラタナスの移植

vol.30

　
経
営
学
部
４
年

　
　
　
　
　
栗
崎
　
夏
澄

　
　
　
　
　
大
橋
　
渚
　

　
島
崎
杉
雄
先
生
は
、
昨
年

度
に
本
学
へ
着
任
さ
れ
た
た

め
、
私
た
ち
が
島
崎
ゼ
ミ 

（
す
ぎ
お
ゼ
ミ
）
の
１
期
生

で
す
。

　
私
た
ち
が
す
ぎ
お
ゼ
ミ
を

選
ん
だ
動
機
は
、
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
ゼ
ミ
を
作
り
上
げ
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ

ん
な
私
た
ち
１
期
生
は
、「
質

×
効
率
の
追
求
」
を
し
て
い

ま
す
。

　
す
ぎ
お
ゼ
ミ
で
は
、
財
務

会
計
を
専
門
と
し
て
、
実
証

的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
３
年
次
春
期
は
、
財
務

会
計
の
基
本
的
知
識
を
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学

び
、
夏
休
み
前
か
ら
共
同
研

究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
３
年
次
秋
期
か
ら
は
、
デ

ー
タ
分
析
に
関
わ
る
統
計
的

手
法
を
学
び
な
が
ら
共
同
研

究
を
進
め
、
１２
月
に
他
大
学

と
の
合
同
論
文
発
表
会
に
参

加
し
ま
し
た
。私
た
ち
は「
の

れ
ん
の
価
値
関
連
性
」と「
従

業
員
の
労
働
条
件
が
企
業
価

値
に
与
え
る
影
響
」
を
発
表

し
、
他
大
学
の
先
生
か
ら
も

高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
で
、
能
力
的
に

も
、
人
と
し
て
も
大
き
く
成

長
で
き
た
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　
現
在
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ

る
遠
隔
授
業
を
実
施
し
、
就

職
活
動
と
並
行
し
て
卒
業
論

文
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
個
性
の

強
い
す
ぎ
お
ゼ
ミ
の
み
ん
な

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
小
学
校
の
授

業
参
観
に
行
く
な
ど
実
地
で

学
ぶ
機
会
も
大
切
に
し
て
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
藤
井
ゼ
ミ
の
特
徴
は
、
先

輩
と
後
輩
の
つ
な
が
り
が
強

い
こ
と
で
す
。
年
に
一
度
、

卒
業
さ
れ
た
歴
代
の
藤
井
ゼ

ミ
の
先
輩
方
と
現
役
の
ゼ
ミ

生
が
集
ま
る
歴
代
会
が
開
か

れ
ま
す
。
多
く
の
先
輩
方
が

教
員
に
な
ら
れ
て
い
る
た

め
、
教
育
現
場
の
こ
と
や
教

員
採
用
試
験
に
向
け
た
勉
強

　
体
育
学
部
４
年

　
　
　
　
　
　
里
倉
　
葵

　
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学

科
の
藤
井
千
惠
子
ゼ
ミ
で

は
、
理
科
、
生
活
科
、
幼
児

教
育
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
研
究

に
関
す
る
資
料
な
ど
を
読
み

込
ん
で
議
論
し
た
り
、
考
え

た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
し
て

「
読
む
」「
書
く
」「
話
す
」

「
表
現
す
る
・
伝
え
る
」
な

ど
の
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ

た
今
期
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
ゼ
ミ

が
行
わ
れ
て
い
て
、
卒
業
論

文
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
す
る
「
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
」
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
２
月
に
は
卒
業
論

文
の
研
究
を
目
的
と
し
て
、

ゼ
ミ
研
修
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
神
奈
川
県
立
生
命
の

星
・
地
球
博
物
館
な
ど
へ
見

学
に
行
き
、
地
球
や
自
然
と

の
共
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を

活
用
し
た
指
導
に
つ
い
て
考

え
、
教
員
に
必
要
な
知
識
を

に
会
え
な
い
時
間
が
続
き
、

今
ま
で
の
対
面
授
業
の
時
間

が
貴
重
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
島
崎
先

生
が
圧
倒
的
な
当
事
者
意
識

で
ゼ
ミ
生
の
連
携
を
と
っ
て

く
だ
さ
っ
て
お
り
、
ゼ
ミ
生

は
と
て
も
頼
り
に
し
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
１
期
生
は
、
今
後

代
を
重
ね
て
い
く
な
か
で
、

す
ぎ
お
ゼ
ミ
の
伝
統
が
形
成

さ
れ
て
い
く
こ
と
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

法
な
ど
の
お
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
先
輩
方
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を

後
輩
に
伝
え
る
な
ど
、
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
藤
井
先
生
の
ご

指
導
の
下
、
一
人
一
人
が
主

体
的
に
学
ん
で
い
ま
す
。
真

面
目
に
や
る
と
き
は
集
中
し

て
取
り
組
む
。
楽
し
む
と
き

は
と
こ
と
ん
楽
し
む
。
そ
の

よ
う
な
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
藤

井
ゼ
ミ
で
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
も
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

学
び
続
け
て
い
き
ま
す
。

藤井千惠子ゼミ島崎杉雄ゼミ

○　40　○

　
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８
号

館
前
に
ひ
と
き
わ
大
き
く

堂
々
と
そ
び
え
立
つ
プ
ラ
タ

ナ
ス
（
ア
メ
リ
カ
ス
ズ
カ
ケ

ノ
キ
、
ス
ズ
カ
ケ
ノ
キ
科
ス

ズ
カ
ケ
ノ
キ
属
）
は
、
南
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
～
西
ア
ジ
ア
～
イ

ン
ド
、
北
ア
メ
リ
カ
に
お
よ

そ
１０
種
が
分
布
す
る
落
葉
樹

だ
。
明
治
期
に
街
路
樹
に
向

く
樹
種
と
し
て
日
本
に
導
入

さ
れ
、
カ
エ
デ
に
も
似
た
大

き
な
葉
が
特
徴
で
、
都
内
で

見
か
け
る
こ
と
も
多
い
木
で

あ
る
。

　
と
は
い
え
、
高
さ
２５
㍍
、

直
径
１
・
４
㍍
と
も
な
る
と

珍
し
い
だ
ろ
う
。
成
長
速
度

が
速
く
、
大
き
く
な
り
す
ぎ

軍
空
襲
時
に
は
、
山
田
家
一

家
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
の
根

元
に
退
避
し
た
と
い
う
。
こ

の
空
襲
で
校
舎
の
ほ
と
ん
ど

が
焼
失
し
た
が
、
山
田
邸
は

大
き
く
茂
っ
た
枝
葉
に
よ

り
、
焼
失
を
免
れ
た
。
空
襲

後
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
若
葉
は

焼
け
焦
げ
て
茶
色
に
変
色
し

て
い
た
と
の
回
顧
談
が
残
っ

て
い
る
（『
満
州
鏡
泊
学
園

鏡
友
会
創
立
６０
周
年
記
念

誌
』
平
成
６
年
）。
な
お
、

山
田
が
主
宰
し
た
満
洲
鏡
泊

学
園
の
生
徒
・
関
係
者
に
よ

る
「
鏡
友
会
」
の
間
で
プ
ラ

タ
ナ
ス
は
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
て
お
り
、
平
成
６

（
１
９
９
４
）
年
に
世
田
谷

区
へ
保
存
の
働
き
か
け
を
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
山
田
邸
は
昭
和

２７
年
に
は
学
生
寮
と
な
り
、

昭
和
３０
年
頃
か
ら
主
に
女
子

学
生
用
の
「
常
盤
寮
」
と
し

て
、
昭
和
５８
年
頃
か
ら
は
、

武
道
・
徳
育
研
究
所
な
ど
と

な
っ
た
。
こ
の
間
、
プ
ラ
タ

ナ
ス
は
構
内
が
種
々
変
遷
し

て
い
く
様
を
静
か
に
見
つ
め

る
と
街
路
樹
ゆ
え
に
剪
定
や

伐
採
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
あ
る
。
こ
の
巨
樹
が
本
紙

第
５
２
０
号
で
既
報
の
と
お

り
今
年
１
月
に
「
世
田
谷
名

木
百
選
」（
１
５
０
件
）
に

選
定
さ
れ
た
。

　
世
田
谷
区
で
は
昭
和
６１

（
１
９
８
６
）年
度
に
名
木
・

古
木
を
選
定
し
た
が
、
選
定

か
ら
３０
年
以
上
を
経
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
新
た
に
区
民

か
ら
推
薦
を
受
け
た
樹
木
を

選
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

候
補
木
と
し
て
令
和
元
（
２

０
１
９
）
年
７
月
に
は
、
樹

高
・
幹
周
り
・
枝
張
り
・
樹

木
の
健
康
状
態
・
病
害
・
虫

害
の
状
況
等
の
調
査
が
専
門

家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
　

　
樹
齢
推
定
約
１
０
０
年
を

誇
る
こ
の
木
が
植
え
ら
れ
た

の
は
、
国
士
舘
が
世
田
谷
校

地
に
移
っ
た
２
年
後
、
大
正

１０
（
１
９
２
１
）
年
頃
の
こ

と
で
あ
る
。

　
現
在
の
１
号
館
付
近
に
教

職
員
宿
舎
（
舘
宅
）
４
棟
が

整
備
さ
れ
、
う
ち
木
造
二
階

建
の
１
棟
に
創
立
期
を
担
っ

た
山
田
悌
一
が
居
住
し
、
そ

の
前
庭
の
中
央
に
植
樹
さ
れ

た
。
同
時
期
に
柴
田
德
次
郎

の
舘
宅
前
に
も
植
え
ら
れ
た

が
根
が
張
ら
ず
、
昭
和
初
期

の
台
風
に
よ
り
倒
木
し
て
し

ま
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
昭
和
２０
年
５
月
２５
日
の
米

て
き
た
。

　
無
事
に
樹
齢
を
重
ね
て
き

た
プ
ラ
タ
ナ
ス
だ
が
、
最
大

の
「
危
機
」
は
移
植
で
あ
っ

た
。
平
成
１３
年
１２
月
２２
日
～

２５
日
に
、
翌
年
完
成
す
る
１

号
館
（
建
学
の
森
会
館
）
建

設
に
際
し
て
、
北
側
へ
約
１０

㍍
移
植
さ
れ
た
（『
大
学
新

聞
』
第
４
３
１
号
）。
移
植

に
あ
た
っ
て
は
、
木
の
活
着

を
最
優
先
と
し
て
、
断
根
を

最
小
限
に
か
つ
極
度
の
振
動

を
抑
え
、
樹
木
を
立
ち
姿
で

横
に
移
動
さ
せ
る
「
立
て
曳

き
工
法
」
が
採
用
さ
れ
、
今

現
在
も
し
っ
か
り
と
根
を
張

っ
て
い
る
。

　
今
回
選
定
さ
れ
た
「
世
田

谷
名
木
百
選
マ
ッ
プ
」
の
発

行
は
９
月
頃
を
予
定
さ
れ
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
現
在
入
構
禁
止

措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、

梢
を
見
上
げ
る
学
生
や
周
辺

住
民
の
方
々
が
構
内
に
戻
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

　（
国
士
舘
史
資
料
室

　
　
　
　
　
小
林
　
訓
子
）

　
◆
資
料
提
供
の
お
願
い
◆

　
国
士
舘
に
関
す
る
資
料
や

情
報
の
ご
提
供
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
講
義
ノ

ー
ト
や
実
習
道
具
、
思
い
出

の
写
真
・
ア
ル
バ
ム
な
ど
、

学
生
時
代
の
資
料
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　
柴
田
会
舘
内

　
国
士
舘
史
資
料
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
（
３
４
１
８
）

２
６
９
１

　
本
学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

セ
ン
タ
ー
は
７
月
２
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
外
国
人

留
学
生
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

を
開
催
し
、
本
学
に
在
籍
す

る
外
国
人
留
学
生
１９
人
が
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
を
通
し
て
参
加
し

た
。
帰
省
中
の
母
国
か
ら
の

参
加
も
あ
っ
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
講
師
に

東
京
外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
瀬
下
龍
太
郎
氏

を
迎
え
た
。瀬
下
氏
は
ま
ず
、

卒
業
後
に
日
本
で
働
く
た
め

の
在
留
資
格
に
つ
い
て
説

明
。
就
職
に
必
要
な
要
件
と

し
て
、
自
身
の
専
門
性
が
活

用
で
き
る
業
務
で
あ
る
こ
と

に
注
意
を
促
し
た
。

　
次
に
、
日
本
に
お
け
る
就

職
活
動
の
流
れ
と
そ
の
方
法

を
解
説
し
、
外
国
人
留
学
生

に
求
め
ら
れ
る
能
力
に
つ
い

て
、
調
査
結
果
を
も
と
に
説

明
し
た
。
瀬
下
氏
は
「
外
国

人
留
学
生
は
日
本
語
だ
け
で

な
く
、
自
国
語
や
外
国
の
慣

習
を
理
解
で
き
る
の
が
売

り
。
日
本
に
留
学
を
決
め
た

理
由
や
、
日
本
で
就
職
し
た

い
と
思
っ
た
理
由
も
語
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
準
備
が
必

要
」
と
述
べ
た
。
最
後
に
は

就
職
活
動
の
マ
ナ
ー
に
も
触

れ
、
就
職
活
動
中
の
印
象
は

採
用
に
つ
な
が
る
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
と
締
め
く
く

っ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
「
英
語
能

力
は
ど
の
程
度
求
め
ら
れ
て

い
る
か
」
と
い
う
質
問
に
、

瀬
下
氏
は
「
外
国
人
留
学
生

に
は
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
や

り
取
り
で
き
る
程
度
の
英
語

力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
の

入
構
禁
止
措
置
に

よ
り
、
各
部
署
で

は
電
話
や
ウ
ェ
ブ

を
活
用
し
た
修
学

支
援
を
実
施
し
て

い
る
。

ら
利
用
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
や
電
子
図
書
館
の
情
報
を

提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
授
業
の
予
習
・
復

習
や
、
卒
業
論
文
作
成
に
必

要
と
な
る
図
書
館
資
料
の
郵

送
貸
出
を
行
っ
て
い
る
。

　
限
定
的
な
開
館
情
報
に
つ

い
て
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
告
知
す
る
。

　
■
キ
ャ
リ
ア
・
就
職

　
　
活
動

げ
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『W
orking Gear Jr.

』
の

電
子
ブ
ッ
ク
を
学
生
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
トKaede–i

で
公
開

し
て
い
る
。

　
■
教
職
支
援
室
相
談

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
職
支

援
室
で
は
、
小
・
中
学
校
教

諭
の
経
験
を
も
つ
教
職
支
援

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
メ
ー
ル

で
の
論
文
・
志
願
書
添
削
お

よ
び
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
個
別
面

談
、
面
接
練
習
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　
■
学
生
相
談

　
学
生
相
談
室
で
は
、
学
生

生
活
を
送
る
な
か
で
出
合
う

問
題
や
悩
み
に
つ
い
て
、
専

門
資
格
を
も
っ
た
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
て
い

る
。
現
在
は
電
話
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　
※
各
支
援
の
詳
細
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
→

　
春
期
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
本
学

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ

て
全
学
生
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

た
め
の
受
講
環
境
の
準
備
を
依
頼

し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
す

る
学
生
か
ら
の
質
問
に
はma 

naba

に
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
す
る
と

同
時
に
、
メ
ー
ル
な
ど
で
個
別
質

問
に
回
答
し
不
安
解
消
に
努
め
た
。

　
教
員
に
対
し
て
は
、
３
０
０
人

参
加
可
能
な
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
の
ラ
イ
セ
ン
ス

を
準
備
す
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
配
布
、
サ
ポ
ー
ト
窓
口
の
設
置

な
ど
の
技
術
的
支
援
を
行
っ
た
。

　
ウ
ェ
ブ
に
よ
る
履
修
登
録
を
経

て
開
始
さ
れ
た
授
業
は
、
３
つ
の

形
態「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
」「
リ
ア

ル
タ
イ
ム
型
」「
資
料
配
信
型
」
の

い
ず
れ
か
ま
た
は
そ
の
併
用
で
進

め
ら
れ
、
課
題
の
提
出
、
小
テ
ス

ト
の
実
施
、
質
疑
応
答
や
学
生
同

士
の
意
見
交
換
な
ど
はmanaba

を
介
し
て
行
わ
れ
た
（
図
）。

　
教
員
か
ら
の
要
望
に
よ
り
個
別

指
導
・
相
談
が
で
き
るmanaba

の
機
能
を
追
加
す
る
な
ど
、
必
要

に
応
じ
て
学
修
環
境
の
整
備
を
進

め
た
。

　
ま
た
、
実
習
・
実
技
・
実
験
科

目
お
よ
び
大
学
院
生
へ
の
論
文
指

導
な
ど
は
、
対
面
で
の
指
導
が
必

要
な
こ
と
か
ら
、
７
月
１
日
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
入
構
禁
止
措
置
を
一

部
緩
和
し
、
特
定
の
科
目
に
お
い

て
対
面
授
業
を
開
始
し
た
。

　
秋
期
授
業
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

踏
ま
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
感
染

防
止
対
策
な
ど
も
考
慮
し
た
上
で

授
業
方
法
を
決
定
し
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
やmanaba

な
ど
で
通

知
す
る
。

遠隔授業 ３つの形態で実施
質
向
上
へ 

教
員
１
７
０
人
ウ
ェ
ブ
参
加

環境整え個別指導の機能も
授　

業

修
学
支
援

留
学
生
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

防
災
総
合
基
礎
教
育

Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
４
月
１８
日
か
ら
５
月
１１
日

に
か
け
て
、
全
学
部
の
新
入

生
を
対
象
に
し
た
防
災
総
合

基
礎
教
育
が
実
施
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、e–

learning

と
集
合
教
育
の
２

パ
ー
ト
に
分
け
て
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
本
年
度
は
集
合

教
育
で
行
っ
て
き
た
実
技
内

容
をe–learning

に
切
り
替

え
、
遠
隔
で
の
学
習
を
可
能

に
し
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

心
肺
蘇
生
法
や
初
期
消
火
、

搬
送
法
な
ど
に
加
え
、
新
た

に
感
染
予
防
、
本
学
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
解
説
な
ど

を
追
加
。
各
コ
ン
テ
ン
ツ
の

中
で
小
テ
ス
ト
を
実
施
し
定

着
度
を
確
認
し
た
。

　
授
業
を
担
当
す
る
防
災
・

救
急
救
助
総
合
研
究
所
の
月

ヶ
瀬
恭
子
准
教
授
は
「e–

learning

で
手
順
を
覚
え
て

か
ら
実
技
に
入
る
こ
と
で
、

手
技
の
習
得
が
し
や
す
く
な

る
。
対
面
形
式
で
の
実
技
教

育
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
も

の
と
し
て
も
、
今
後
活
用
で

き
る
」
と
述
べ
た
。

　
本
授
業
は
、
大
学
生
と
し

て
災
害
に
備
え
た
防
災
行
動

の
理
解
と
、
発
災
時
に
共
助

の
た
め
の
応
急
手
当
や
初
期

消
火
、
搬
送
な
ど
が
実
施
で

き
る
よ
う
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
新
入
生
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
。
本
年

度
の
集
合
教
育
は
、
環
境
が

整
い
次
第
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

全
新
入
生 

実
技
も
学
習

母
国
か
ら
の
参
加
者
も

工
夫
そ
れ
ぞ
れ 

実
践
報
告

　
本
学
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
、
６

月
２７
日
に
第
２２
回
Ｆ
Ｄ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
実
践
報
告
会

～
さ
ら
な
る
質
向
上
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
各
学
部
教

員
ら
が
報
告
し
た
。
報
告
会

は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、

教
職
員
約
１
７
０
人
が
参
加

し
た
。

　
長
谷
川
均
Ｆ
Ｄ
委
員
会
委

員
長
の
開
催
主
旨
説
明
と
佐

藤
圭
一
学
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
ま
ず
辰
野
文
理
教
務
部

長
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
決

定
に
至
る
経
緯
の
報
告
と
、

問
い
合
わ
せ
内
容
か
ら
見
え

る
課
題
の
推
移
、
現
在
実
施

さ
れ
て
い
る
授
業
の
現
状
が

報
告
さ
れ
た
。
辰
野
教
務
部

長
は
「
授
業
が
コ
ン
テ
ン
ツ

化
し
た
の
が
今
回
の
大
き
な

特
徴
。
学
生
の
予
習
・
復
習

資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
ほ

か
、
教
員
に
よ
る
授
業
の
見

直
し
に
も
生
か
さ
れ
る
。
ま

た
、
曜
日
や
時
限
、
教
室
定

員
な
ど
の
授
業
概
念
が
変
化

し
た
こ
と
で
、
複
数
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
開
講
や
災
害
発
生

時
の
授
業
、
他
大
学
と
の
連

携
な
ど
、
授
業
形
態
の
多
様

化
に
も
つ
な
が
っ
た
」
と
見

解
を
述
べ
た
。

　
次
に
、
１０
人
の
教
員
か
ら

実
践
報
告
が
あ
っ
た
。
本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
３
つ
の

授
業
形
態
の
う
ち
、「
オ
ン

デ
マ
ン
ド
型
」
と
「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
型
」、
そ
し
て
併
用

型
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

　
◆
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型

　
受
講
人
数
や
配
当
学
年
に

応
じ
て
各
教
員
が
展
開
す
る

多
様
な
授
業
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
２１
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
の

濱
田
英
作
教
授
は
、
音
声
付

き
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ス
ラ
イ

ド
を
配
信
し
レ
ポ
ー
ト
課
題

を
課
す
方
法
を
採
用
。
政
経

学
部
の
古
坂
正
人
講
師
は
、

ス
ラ
イ
ド
を
映
し
た
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
板
書
し
な
が
ら

解
説
す
る
様
子
を
配
信
し
、

対
面
授
業
に
近
い
雰
囲
気
を

実
現
し
た
。

　
政
経
学
部
の
田
中
重
陽
准

教
授
は
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
実

習
に
つ
い
て
報
告
。
運
動
施

設
が
な
い
状
況
で
も
ス
ポ
ー

ツ
科
学
へ
の
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
、
該
当
種
目
に
関

連
し
た
運
動
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

法
を
考
案
す
る
課
題
を
取
り

入
れ
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
実
験
科
目
の
多
い
理
工
学

部
か
ら
は
津
野
和
宏
教
授

が
、
教
職
員
で
行
っ
た
実
験

動
画
を
学
生
に
提
示
し
、
理

解
を
促
す
た
め
に
細
か
な
資

料
作
成
を
心
掛
け
た
と
説
明

し
た
。

　
１
年
生
を
対
象
と
す
る
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
を
担

当
す
る
法
学
部
の
宍
倉
悠
太

准
教
授
は
、
担
当
教
員
の
意

思
統
一
を
図
り
、
授
業
の
進

め
方
や
レ
ジ
ュ
メ
形
式
を
統

一
。manaba

のrespon

機

能
を
活
用
し
た
質
問
と
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
も
重
ね
、
学
生

か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
報
告
し
た
。

　
◆
リ
ア
ル
タ
イ
ム
型

　
救
急
処
置
の
実
習
科
目
を

担
当
し
た
防
災
・
救
急
救
助

総
合
研
究
所
の
月
ヶ
瀬
恭
子

准
教
授
か
ら
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

の
チ
ャ
ッ
ト
機
能
でGoogl 

eForms

に
リ
ン
ク
さ
せ
て

出
席
登
録
や
小
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
な
ど
の
工
夫
や
、
２

台
の
パ
ソ
コ
ン
で
学
生
か
ら

の
見
え
方
を
確
認
す
る
な

ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
型
な
ら

で
は
の
効
率
的
な
進
行
方
法

が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
文
学
部
の
石
野
裕

子
准
教
授
か
ら
は
、
新
入
生

を
対
象
に
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ

ン
プ
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
ブ
レ
イ

ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
機
能
を
活

用
し
た
懇
談
会
な
ど
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　
◆
併
用
型

　「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
」
と

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
型
」
の
併

用
型
は
、
英
語
授
業
を
担
当

す
る
経
営
学
部
の
今
村
紅
子

准
教
授
や
、
初
年
次
導
入
教

育
を
担
当
す
る
経
営
学
部
の

井
岡
大
度
教
授
お
よ
び
文
学

部
の
江
川
陽
介
教
授
が
報

告
。
講
義
部
分
と
、
学
生
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
す
る

部
分
で
授
業
方
法
を
切
り
替

え
、
効
果
的
な
授
業
を
実
現

し
た
。

　
い
ず
れ
の
教
員
も
、
授
業

の
わ
か
り
や
す
さ
に
留
意
し

多
様
な
手
法
で
理
解
の
確
認

を
す
る
と
と
も
に
、
質
疑
応

答
な
ど
学
生
と
の
や
り
と
り

を
通
し
て
授
業
へ
の
参
加
と

定
着
を
図
る
よ
う
意
識
し
て

い
る
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
最
後
に
、
６
月
上
旬
に
実

施
し
た
遠
隔
授
業
に
関
す
る

学
生
お
よ
び
教
員
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
、
学
長
室

Ｉ
Ｒ
課
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　
今
回
の
実
践
報
告
で
は
、

ま
ず
は
質
の
維
持
を
意
識
す

る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か

に
な
っ
た
学
生
の
声
を
参
考

に
、
今
後
の
授
業
を
各
教
員

が
意
識
し
て
質
の
向
上
に
努

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
社
会
情
勢
に
あ
っ

て
、
本
学
は
令
和
２
年
度
の

春
期
授
業
を
す
べ
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
遠
隔

授
業
（
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
）

に
よ
る
方
法
で
実
施
す
る
こ

と
を
決
定
し
、
５
月
１１
日
か

ら
授
業
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で

予
定
さ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト

や
学
生
相
談
等
の
実
施
が
困

難
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

manaba

（
講
義
支
援
シ
ス
テ

ム
）
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ

ム
な
ど
を
活
用
し
、
遠
隔
で

の
学
生
相
談
を
行
う
な
ど
、

授
業
以
外
の
学
生
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
た
。オンライン 多様な展開

ウェブ活用 電話での相談も

「
名
木
百
選
」

プ
ラ
タ
ナ
ス
の
由
来

　
■
図
書
館

　
各
キ
ャ
ン
パ
ス

の
図
書
館
休
館
中

は
、
メ
ー
ル
に
よ

る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

の
ほ
か
、
自
宅
か

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
就
職
活
動
中
の

学
生
に
対
しmanaba

で
大

学
指
定
履
歴
書
を
一
時
的
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
に
し
て

い
る
ほ
か
、
電
話
相
談
や
ウ

ェ
ブ
に
よ
る
面
談
を
受
け
付

け
て
い
る
。

　
３
年
生
に
対
し
て
は
、
本

学
オ
リ
ジ
ナ
ル
就
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク『W

orking Gear

』お

よ
び
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３
対
策
教
材
を

無
償
配
布
し
た
ほ
か
、m 

anaba

で
の
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
、
外
国
人
留
学
生

対
象
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ダ

ン
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
１
～
３
年
生

に
対
し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を

定
期
的
に
開
催
す
る
ほ
か
、

１
・
２
年
生
に
は
、
充
実
し

た
学
生
生
活
を
将
来
に
つ
な
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マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

【
新
聞
】

●
第
二
次
大
戦
中
に
外
交
官
・
根

井
三
郎
が
迫
害
を
逃
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
に
発
給
し
た
日
本
通
過
ビ
ザ
が

発
見
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
、
２１
世

紀
ア
ジ
ア
学
部
の
ジ
ン
ベ
ル
グ
・

ヤ
コ
フ
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載

（
毎
日
新
聞
６
月
６
日
）

●
学
生
支
援
緊
急
給
付
金
に
設
け

ら
れ
た
外
国
人
留
学
生
の
成
績
要

件
に
つ
い
て
、
文
学
部
の
鈴
木
江

理
子
教
授
が
コ
メ
ン
ト
（
朝
日
新

　
理
工
学
部
建
築
学
系
の
南

泰
裕
教
授
（
写
真
）
は
、
神

戸
商
工
会
議
所
か
ら
委
託
を

受
け
、
同
所
主
催
の
「
換
気

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
学
識
経
験
者

と
し
て
参
加
し
、
建
築
的
提

案
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
社
会
問
題
化

す
る
病
院
内
で
の
感
染
や
建

物
内
感
染
の
全
国
的
な
発
生

を
受
け
、
３
密
の
う
ち
「
換

気
の
悪
い
密
閉
空
間
」
の
改

善
を
支
援
す
る
た
め
の
も
の

で
、
公
的
施
設
や
店
舗
な
ど

不
特
定
多
数
が
集
ま
る
施
設

を
対
象
に
、
気
流
の
動
き
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
可
視
化
す
る
。
南
教
授
を

は
じ
め
と
す
る
学
識
経
験
者

に
よ
る
分
析
を
付
記
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
も

と
に
設
備
や
技
術
導
入
な
ど

の
改
善
提
案
を
行
う
こ
と

で
、
施
設
の
換
気
状
況
改
善

を
支
援
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

に
は
南
教
授
に
加
え
、
同
研

究
室
に
所
属
す
る
尾
崎
賢
さ

ん
（
院
１
年
）、
田
嶋
海
一

さ
ん
（
４
年
）、
林
大
雅
さ

ん
（
４
年
）、
古
川
直
也
さ

ん
（
４
年
）、
山
口
尚
哉
さ

ん
（
４
年
）
が
参
加
。
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
提
供

す
る
企
業
や
施
設
の
改
善
提

案
を
行
う
地
元
企
業
と
と
も

に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
南
教
授

は
対
象
施
設
で
あ
る
西
播
磨

文
化
会
館
な
ど
で
調
査
を
行

っ
た
。

　
今
後
は
、
来
年
２
月
を
め

ど
に
複
数
の
施
設
で
改
善
提

案
を
行
う
予
定
。

　
令
和
元
年
度
本
学
学
部
卒

業
生
の
５
月
１
日
現
在
の
就

職
率
は
９６
・
７
％
で
前
年
度

に
続
き
高
い
水
準
を
誇
っ

た
。
業
種
別
で
は
「
公
務
」

へ
の
就
職
者
数
が
全
体
の

１３
・
４
％
と
高
い
割
合
を
占

め
た
。
な
か
で
も
体
育
学
部

　
４
月
に
発

売
さ
れ
た

『
大
学
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０

２
１
』（
朝

日
新
聞
出

版
）
の
調
べ

に
よ
る
と
、

平
成
３０
年
度

卒
業
生
の
警

察
官
・
消
防

官
・
自
衛
官

へ
の
就
職
者

数
が
い
ず
れ

も
全
国
の
国
公
私
立
大
学
の

中
で
１
位
に
輝
い
た
こ
と
が

分
か
っ
た
。

　
消
防
官
・
自
衛
官
が
長
年

１
位
の
実
績
を
誇
る
な
か
、

警
察
官
は
２
位
が
続
い
て
い

た
が
、
学
生
の
努
力
が
実
っ

た
結
果
と
な
っ
た
。

　
本
年
度
の
就
職
活
動
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
か
ら
、
対
面
に

よ
る
説
明
会
お
よ
び
採
用
選

考
が
中
止
や
延
期
に
な
る
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
急
速
に
進

む
な
ど
、
学
生
か
ら
戸
惑
い

の
声
も
聞
か
れ
る
。
キ
ャ
ン

パ
ス
入
構
制
限
に
よ
り
、
就

職
活
動
の
悩
み
を
先
輩
や
友

人
、
教
職
員
に
気
軽
に
相
談

で
き
な
い
環
境
も
不
安
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
。

企
業
の
業
績
悪
化
に
よ
る
来

春
の
新
卒
採
用
計
画
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
本

学
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ
ン

タ
ー
大
谷
茂
事
務
部
長
に
話

を
聞
い
た
。

　
　
　
　
　
◇

　「
企
業
も
大
学
も
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま

す
。
本
学
は
現
在
、
遠
隔
に

よ
る
面
接
指
導
や
電
話
相
談

な
ど
学
生
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
の
で
き
る
限
り
の
方

策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
従

来
の
方
法
で
支
援
が
で
き
る

か
と
い
っ
た
ら
現
状
は
難
し

い
状
況
で
す
。

　
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
を
理
由

に
、
就
活
が
で
き
な
い
・
就

活
支
援
が
で
き
な
い
と
い
う

理
由
づ
く
り
を
し
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学

生
は
感
染
防
止
を
徹
底
し
つ

つ
、
情
報
収
集
や
自
ら
を
高

め
る
取
り
組
み
な
ど
で
き
る

こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま

す
。
本
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
入
構
制
限
下
、
参
加
者

を
限
定
し
た
各
種
説
明
会
や

講
座
な
ど
の
開
催
を
想
定
し

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
決
し
て
負
の
要
素
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の

よ
う
な
人
生
を
送
り
た
い

か
、
そ
の
た
め
に
は
何
を
学

び
、
何
を
す
べ
き
か
を
徹
底

的
に
考
え
る
機
会
を
与
え
て

く
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
人
生

の
目
標
や
価
値
を
考
え
る
こ

と
、
つ
ま
り
人
生
観
を
持
つ

こ
と
が
必
要
で
す
し
、
そ
れ

が
就
活
の
第
一
歩
と
い
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
を
踏
ま
え
て
個
々
の
可

能
性
を
広
げ
、
助
言
す
る
の

が
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
自
分
だ
け
が
悩
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚

し
、
家
族
と
本
音
で
話
す
機

会
と
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

ど
う
し
た
ら
子
ど
も
の
力
に

な
れ
る
か
、
親
だ
っ
て
悩
ん

で
い
る
の
で
す
か
ら
」

　
　（
編
集
部
・
聞
き
書
き
）

で
３３
％
、法
学
部
で
１９
％
と
、

全
体
を
引
き
上
げ
て
い
る
。

　
学
部
別
で
は
、
教
員
養
成

課
程
を
設
け
る
体
育
学
部
と

文
学
部
で
「
教
育
・
学
習
支

援
業
」
が
２０
％
を
超
え
た
ほ

か
、理
工
学
部
で「
建
設
業
」

「
製
造
業
」「
情
報
通
信
業
」

合
わ
せ
て
４５
％
を
占
め
る
な

ど
、
各
学
部
で
の
学
び
を
生

か
し
た
業
種
へ
の
就
職
が
多

く
み
ら
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら

考
え
る
新
し
い
大
学
歴
史
教
育

�

日
本
史
と
世
界
史
の
あ
い
だ
で

日
本
史
概
説

�

知
る
・
出
会
う
・
考
え
る

共
著
　
鈴
木
佑
記
（
政
経
学

部
講
師
）
ほ
か

発
行
　
丸
善
出
版

価
格
　
２
０
０
０
０
円
（
税

抜
）

編
著
　
平
石
正
美
（
政
経
学

部
教
授
）、
古
坂
正

共
著
　
勝
田
政
治
（
文
学
部

教
授
）、
眞
保
昌
弘

（
同
准
教
授
）、
仁
藤

共
著
　
久
保
田
裕
次
（
文
学

部
講
師
）
ほ
か

発
行
　
大
阪
大
学
出
版
会

価
格
　
２
３
０
０
円（
税
抜
）

東
南
ア
ジ
ア
文
化
事
典

政
治
学
入
門

著 

書 

紹 

介

元
年
度
の
学
部
卒
業
生

人
（
同
講
師
）
ほ
か

共
著
　
石
見
豊（
同
教
授
）、

織
田
健
志
（
同
准
教

授
）、山
田
亮
介
（
同

講
師
）
ほ
か

発
行
　
成
文
堂

価
格
　
２
７
０
０
円（
税
抜
）

智
子（
同
教
授
）、
秋

山
哲
雄（
同
教
授
）、

夏
目
琢
史
（
同
准
教

授
）、
久
保
田
裕
次

（
同
講
師
）、
石
野

裕
子
（
同
准
教
授
）

発
行
　
北
樹
出
版

価
格
　
２
４
０
０
円（
税
抜
）

南
教
授
に
よ
る
西
播
磨
文
化
会
館

改
善
案
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ

換気改善へ提案
室内の気流を見える化

南
教
授
神
戸
商
工
会
議
所
の
取
組
み
支
援

就
職
率 

高
水
準
９６
・７
％

全学部の業種別内訳（ホームページでも公開中）

警察官・消防官・
自衛官は全国１位

平
成
３０
年
度

コ
ロ
ナ
禍
を

チ
ャ
ン
ス
に

自
分
を
見
つ
め
人
生
観
培
う
時
間

就
活

　
本
学
理
工
学
部
理
工
学
科
建
築
学
系

は
、
全
国
の
高
等
学
校
在
籍
生
お
よ
び

高
等
専
門
学
校
１
年
か
ら
３
年
生
を
対

象
に
「
高
校
生
建
築
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
２
０
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　
第
１１
回
目
と
な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
植
物
と
共
存
す
る
家
」。
日
々
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
す
る
植
物
を
、
単
に
家

に
飾
る
だ
け
で
な
い
人
と
共
存
す
る
家

族
と
し
て
捉
え
た
住
宅
ア
イ
デ
ア
を
募

集
す
る
。

　
応
募
作
品
は
建
築
学
系
全
教
員
が
審

査
し
、
入
選
作
品
を
５
点
程
度
選
出
。

９
月
１４
日
前
後
に
建
築

学
系
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
す
る
。
応
募
の
詳

細
は
こ
ち
ら
　
→

高校生・高専生の作品募集
建築アイデアコンテスト

聞
６
月
４
日
）

●
日
本
国
憲
法
制
定
７３
年
に
あ
た

り
「
緊
急
事
態
条
項
が
必
要
」
と

し
て
、
政
経
学
部
の
百
地
章
特
任

教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載

（
毎
日
新
聞
５
月
３
日
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
急
増
に
よ
る
救
急
患
者
の
受
け

入
れ
拒
否
に
つ
い
て
、
防
災
・
救

急
救
助
総
合
研
究
所
の
島
崎
修
次

所
長
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
（
西
日

本
新
聞
４
月
１７
日
）

【
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
】

●
「
突
撃
！
カ
ネ
オ
く
ん
」
で
、

「
最
新
技
術
で
劇
的
進
化
！
首
都

高
の
最
新
お
金
事
情
」
と
し
て
理

工
学
部
の
津
野
和
宏
教
授
が
解
説

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
５
月
３０
日
）

●
「
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ 

世
界
を
知
っ
て
明
日
を
つ
か
も

う
」
で
、
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー

グ
２
０
２
０
に
参
加
し
た
政
経
学

部
助
川
成
也
ゼ
ミ
有
志
チ
ー
ム
の

約
４
カ
月
の
取
り
組
み
を
紹
介

（
日
経
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
５
月
２８
日
）

【
卒
業
生
】

●
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
柔
道
代
表
を
指

導
す
る
コ
ー
チ
千
原
慎
太
朗
さ
ん

（
平
成
２２
年
体
育
学
部
卒
）
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
掲
載
（
朝
日

新
聞
６
月
１１
日
）

主
な
教
育
・
研
究
事
業

３ 

大
学
・
大
学
院

⑴
教
育
・
研
究

①
外
部
資
金
活
用
の
教
育
研
究
の
推
進

　
世
田
谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
推
進
、
地

域
貢
献
に
お
け
る
防
災
教
育
の
推
進

②
世
田
谷
６
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
運
営
委

員
会
の
推
進

③
Ｉ
Ｒ
の
活
用

④
学
術
研
究
支
援
の
取
組

　
大
学
院
生
の
研
究
支
援
制
度
の
構
築
、
研

究
費
不
正
使
用
の
防
止
、
外
部
資
金
獲
得
支

援
事
業
の
推
進
、研
究
業
績
デ
ー
タ
の
整
備
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
改
善

⑤
図
書
館
の
環
境
整
備

　
貴
重
資
料
の
展
示
、
収
蔵
図
書
資
料
の
利

用
促
進
、
館
内
施
設
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
化
の
推

進⑥
国
際
交
流
の
推
進

　
留
学
生
デ
ー
タ
の
適
正
保
管
、
海
外
協
定

校
と
の
連
携
強
化
、
交
換
留
学
の
推
進
、
海

外
研
修
の
実
施
、
地
域
交
流
会
の
実
施
、
言

語
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進 

⑦
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
の
取
組

　
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進
、

「
ス
ポ
ー
ツ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
国
際
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
画

⑧
自
己
点
検
・
評
価
と
内
部
質
保
証
の
推
進

　
内
部
質
保
証
推
進
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進

⑨
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
の
充
実

　文部科学省から、令和 ２ 年度科学研究費助成事業の研究種目別に
交付決定があり、 ５ 月 １ 日現在、新規採択１５件（うち転入 １ 件）、
継続課題３５件（うち転入 ３ 件・期間延長 １ 件）の計５０件の学術研究
に合わせて６４７７万円の科研費が交付される。
　採択された学術研究は、下表「令和 ２ 年度科学研究費助成事業採
択課題一覧」のとおり。

令和₂年度事業計画 学校法人国士舘

学校法人国士舘の規模等の概要 （令和₂年₅月₁日現在）

は
じ
め
に

　
本
年
度
の
事
業
計
画
は
、
昨
年
６
月
に
公

表
し
た
「
学
校
法
人
国
士
舘
第
２
次
中
長
期

事
業
計
画
」
の
初
年
次
実
行
プ
ラ
ン
と
並
行

し
て
行
い
ま
す
。

　
今
日
、
学
校
教
育
に
新
た
な
価
値
を
創
造

し
未
来
を
担
う
人
材
養
成
が
求
め
ら
れ
て
い

る
状
況
の
中
、
本
学
は
終
始
一
貫
し
て
建
学

の
精
神
の
下
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽

く
し
う
る
有
為
の
人
材
の
養
成
」
を
使
命
に

掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
推
進
し
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
施
設
事
業
で
は
、「
国
士
舘
楓

の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
メ
イ
ン
と
す
る
教
育
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が

竣
工
予
定
で
す
。
ま
た
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
「
多
摩
南
野
校
舎
」
の
施
設
整
備
に
入
り

ま
す
。

　
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
関
係
で
は
、

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
講
堂
（
国
登
録
有

形
文
化
財
）
の
防
災
設
備
の
改
善
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
地
震
等
の
発
災
時
に
お
け

る
学
生
・
生
徒
の
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
全
学
的
に
安
全
安
心
な
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　
管
理
運
営
面
で
は
、
本
年
度
か
ら
施
行
す

る
「
国
士
舘
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
」
の
周

知
を
図
り
、
教
職
員
の
使
命
・
規
範
の
遵
守

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
学
園
全
般
の

環
境
整
備
や
教
育
研
究
の
充
実
を
図
り
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
具
体
的
計
画

と
し
て
第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
に
掲
げ
る

２
０
２
７
年
の
本
学
創
立
１
１
０
周
年
を
記

念
す
る
事
業
募
金
を
開
始
し
ま
す
。
事
務
組

織
改
編
で
は
収
益
会
社
設
立
を
目
的
と
す
る

設
立
準
備
室
を
法
人
事
務
局
に
設
置
し
ま
す
。

　
教
育
研
究
面
で
は
、
第
２
次
中
長
期
事
業

計
画
に
示
す
大
学
、
高
等
学
校
・
中
学
校
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
に
入
り
ま
す
。

そ
の
中
で
「
地
域
防
災
力
向
上
の
た
め
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
教
育
に
関
す
る
研
究
拠
点

の
構
築
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、
被
災
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
と
お
し
て
、

多
様
な
人
々
と
協
働
す
る
力
を
つ
け
た
人
材

養
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
年
度
事
業
は
、
教
職
員
が

一
致
団
結
し
て
事
業
計
画
に
掲
げ
た
プ
ラ
ン

の
実
現
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

事
業
の
概
要

⑴
「
第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
」
初
年
次
実

行
プ
ラ
ン
と
の
並
行
実
施 

⑵
施
設
・
設
備
の
整
備

〔
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
１０
号
館
外
壁
改
修

〔
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〕
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

人
工
芝
張
替
、
正
面
入
口
の
拡
張
工
事
、
鶴

川
メ
イ
プ
ル
ホ
ー
ル
１
階
学
生
食
堂
厨
房
改

修
、
１５
号
館
ト
イ
レ
改
修
、
１２
号
館
２
階
会

議
室
改
修

〔
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
〕南
野
校
舎
整
備
工
事
、

体
育
館
棟
第
２
ア
リ
ー
ナ
自
動
火
災
報
知
設

備
工
事
、
相
撲
場
の
土
俵
改
修

〔
国
士
舘
楓
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
〕Ｊ
Ｆ
Ａ（
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
）
公
認
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
竣
工

　
保
安
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
空
調
、
教

室
照
明
、
証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
、
図
書
館

設
備
の
更
新

⑶
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策 

　
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
、
大
講
堂
の
防

火
・
防
災
対
策
強
化
、
防
災
・
減
災
設
備
充

実
、
防
災
・
避
難
訓
練
実
施
、
自
衛
消
防
組

織
の
強
化
、
建
物
の
自
主
点
検
実
施
、
防
災

点
検
実
施
、
防
災
備
蓄
品
の
整
備
、
空
調
・

照
明
機
器
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

⑷
管
理
・
運
営

　
国
士
舘
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
公
表
、

事
務
組
織
の
改
編
に
伴
う
人
事
配
置
、
世
田

谷
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
合
同
Ｓ
Ｄ
研
修
会
の

拡
大
、
教
職
員
合
同
研
修
の
充
実
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活
用
促
進
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
環
境
緑
化
、
新
規
募
金
事
業
実

施
、
創
立
記
念
式
典
・
祝
賀
会
・
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
の
開
催
、
監
査
の
実
施
、
国
士

舘
史
資
料
室
事
業
の
実
施
、
信
用
格
付
の
取

得２ 

財
務
の
概
要

基
本
的
な
考
え
方

　
令
和
元
年
度
に
お
け
る
国
士
舘
大
学
の
入

学
者
数
（
大
学
院
を
除
く
）
は
、
平
成
２８
年

度
以
降
、
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
等
経
常

費
補
助
金
上
の
交
付
要
件
に
応
じ
た
入
学
定

員
充
足
率
が
、
１
０
７
・
７
％
へ
下
方
推
移

し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
２８
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
の
在
籍
者
数
比
は
、
３
４
７
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
収
入
の
根
幹
を
な
す
学
納
金
収
入
お
よ
び

経
常
費
補
助
金
交
付
額
は
、
国
の
入
学
定
員

の
厳
格
化
施
策
に
起
因
し
た
減
少
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
保
有
資
産
の
運
用
で
は
、
市

場
金
利
の
低
迷
か
ら
受
取
利
息
等
の
収
入
も

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
支
出
で
は
、
人
件
費
支
出
が
圧
縮

困
難
な
固
定
的
経
費
と
し
て
、
支
出
総
額
の

約
５０
％
を
占
め
、
更
に
恒
常
経
費
で
は
、
令

和
元
年
１０
月
に
改
定
さ
れ
た
消
費
増
税
の
通

年
化
に
伴
い
多
く
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
将
来
に
向
け
た

財
務
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
以

下
の
諸
点
を
重
点
項
目
と
し
て
今
年
度
の
予

算
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

⑴
収
入
面
に
つ
い
て

　
学
生
生
徒
定
員
の
確
保
、
募
金
活
動
の
新

た
な
取
組
、
公
的
助
成
金
事
業
へ
の
取
組
、

資
金
運
用
収
入
の
確
保
、
科
学
研
究
費
助
成

金
お
よ
び
受
託
研
究
費
等
外
部
資
金
の
確
保

⑵
支
出
面
に
つ
い
て

　
教
育
研
究
環
境
の
充
実
に
向
け
た
重
点
的

執
行
、
施
設
・
設
備
関
係
整
備
の
推
進
、
防

災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
積
極
的
な
推
進

⑩
セ
メ
ス
タ
ー
毎
の
履
修
登
録
実
施
の
た
め

の
調
査

⑪
教
職
を
志
願
す
る
学
生
へ
の
支
援
の
充
実

⑫
授
業
支
援
の
取
組

　
３
キ
ャ
ン
パ
ス
同
時
遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
授
業
支
援
マ
ー
ク
シ
ー
ト
読
取
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
Ｔ
Ａ
・
Ｓ
Ａ
の
活
用
促
進

⑬
各
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
主
な
取
組

　
教
育
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
の
設
置
、
開

設
６０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
設
置

（
政
経
学
部
）、
ク
ラ
ブ
活
動
運
営
基
盤
充

実
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
、
教
員
志
望
者
向
け

学
習
会
の
開
催
（
体
育
学
部
）、
理
工
学
部

実
習
工
場
の
活
用
、
建
設
材
料
・
構
造
実
験

施
設
の
更
新
（
理
工
学
部
）、
公
務
員
・
資

格
等
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
強
化
、
講
演
会
・
相
談

会
の
開
催
（
法
学
部
）、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
講

座
の
実
施
、
オ
フ
ィ
ス
ア
ワ
ー
お
よ
び
Ｔ
Ａ

制
度
等
の
拡
充
（
文
学
部
）、
学
部
独
自
の

海
外
研
修
の
実
施
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
（
２１
世
紀
ア
ジ
ア
学

部
）、
英
語
能
力
測
定
の
実
施
、
優
良
中
堅
・

中
小
企
業
の
調
査
研
究
の
充
実
（
経
営
学

部
）、
社
会
人
学
生
の
受
入
推
進
、
広
報
の

充
実
、
各
種
制
度
の
整
備
（
大
学
院
）

⑭
附
置
研
究
所
の
取
組

　
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
写

真
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
イ
ラ
ク
古
代
文
化

研
究
所
）、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
発
行
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
カ
ン
ボ
ジ
ア
救

急
医
療
体
制
基
盤
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
、
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
と
の
人
材

育
成
事
業
の
実
施
、防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
、
日
本
赤

十
字
社
と
の
連
携
防
災
訓
練
の
実
施
、
相
互

支
援
の
た
め
の
地
域
防
災
の
取
組
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ

講
習
の
実
施
、
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
救
護
活

動
の
実
施（
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
）、

沖
縄
自
然
体
験
教
室
の
実
施
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
フ

レ
イ
ル
予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
管
理
指
導
、
健
康
増
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
健
寿
の
駅
」
の
設
置
、
多
摩
市
子

ど
も
体
験
事
業
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
）
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の

養
成
（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

⑵
学
生
支
援

　
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実
、
健
康
管
理
の
促

進
、
学
生
生
活
支
援
、
学
生
寮
に
お
け
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援

⑶
地
域
・
社
会
貢
献 

　
地
区
行
事
支
援
、
地
域
防
災
活
動
支
援
、

福
岡
県
太
宰
府
市
と
の
文
化
交
流
活
動
、
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
関
連
、
公
開
講
座
の
充
実
、
せ
た
が

や
ｅ
カ
レ
ッ
ジ
の
推
進

⑷
広
報
活
動

　
学
生
募
集
広
報
の
展
開
、
国
士
舘
ス
ポ
ー

ツ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
充
実
、
国
士
舘
ブ
ラ
ン
ド

の
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動

４ 

高
等
学
校
・
中
学
校

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
、英
語
教
育
の
強
化
、防
災
教
育
の
取
組
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
向

け
た
取
組
、
最
新
情
報
の
提
供
を
は
じ
め
と

し
た
募
集
対
策
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
シ

ス
テ
ム
の
機
能
拡
充
に
よ
る
効
率
化

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

■キャンパスの所在地と土地面積
　世田谷　５６,７７１㎡、町田　９０,０１９㎡、多摩　１８３,５８８㎡� 計３３０,３７８㎡
■設置する学校
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、

法学部、文学部、２１世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、昼間定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員・舘長� 計 ３７人
　専 任 教 員：大学３１０人、高等学校４８人、中学校１０人� 計３６８人
　非常勤教員：大学６５４人、高等学校３４人、中学校 ３ 人� 計６９１人
　専 任 職 員：法人６７人、大学１５２人、高等学校 ６ 人、中学校 １ 人� 計２２６人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院� ２５６人
　国士舘大学� １２,５０１人
　国士舘高等学校� １,１３４人
　国士舘中学校� １１９人
　計� １４,０１０人

研究種目 氏名 所属 職名 研究課題

新
規
採
択

基盤研究🄒 平　　浩一 文学部 教授 新聞小説の多角的研究─１９２０年代から１９４０年代を中心に
基盤研究🄒 加藤　幸治 文学部 教授 医療サービスの立地と需給の地域構造に関する基礎的研究

基盤研究🄒 松崎　史周 文学部 准教授 作文・推敲につながる文法の知識・技能とその指導法に関
する研究

基盤研究🄒 土居　裕和 理工学部 准教授 新体操審判における身体運動認知の熟達化過程とその脳科
学的基盤の解明

基盤研究🄒 二井　昭佳 理工学部 教授 洪水防御と地域・都市再生に向けた河川・都市計画の統合
型計画技術の体系化と実装化

基盤研究🄒 関根　明伸 体育学部 教授 韓国における道徳科教科書の内容分析的研究

基盤研究🄒 中込　四郎 体育学部 教授 ＂こころの推進力＂の様態からみたアスリートの心理的問
題の類型化

基盤研究🄒 土佐　昌樹 ２１世紀
アジア学部 教授 東アジアの国民的アイデンティティ変容をめぐるマルチサ

イテッド・エスノグラフィー

基盤研究🄒 小口　和美 イラク古代
文化研究所 教授 前 ３千年紀シュメール・アッカド地方の政治と社会：出土

史料の研究
若手研究 島崎　杉雄 経営学部 講師 のれんとシナジーに関する研究

若手研究 宍倉　悠太 法学部 准教授 発達障害を有する非行少年・不良行為少年への初期対応と
しての多機関連携の展開可能性

若手研究 八木　堅二 政経学部 准教授 中国語方言音における地理的連続性と通時的変化の研究

若手研究 平塚　和也 スポーツ・シ
ステム研究科 助手 骨格筋の状態を客観的に評価する方法の確立とその応用

若手研究　転入 平野　智也 スポーツ・シ
ステム研究科 助手 ３次元足部形状からみた子どもの足部アーチの定量化と体

型や運動能力との関係の解明
奨励研究 田村　浩志 政経学部 非常勤講師 救命胴衣着用ダミーが離脱に必要な牽引力の測定

継
続
課
題

基盤研究🄑 阿部　武司 政経学部 教授 工業化初期における技術移転の研究：明治期日本綿紡績業
の経験

新学術領域研究
（研究領域提案型） 土居　裕和 理工学部 准教授 ＂情動が時間知覚に与える影響＂の発達過程とその個人差

に関する神経生物学的研究
基盤研究🄒 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトンのカテキズムに関する研究
基盤研究🄒 太田麻衣子 文学部 准教授 長江流域秦楚文化の研究：漢帝国成立の文化的背景

基盤研究🄒 小池　亜子 政経学部 准教授 地域ニーズを活かした外国人児童生徒等教育の教員研修づ
くりとその効果の検証

基盤研究🄒 小野瀬倫也 文学部 教授 子どもの深い科学概念構築を志向した理科授業デザイン支
援に関する研究

基盤研究🄒 田中　重陽 政経学部 准教授 スポーツ競技者の筋・腱の力学的活動動態が筋パワー発揮
能力に及ぼす影響を探る

基盤研究🄒 竹市　　勝 政経学部 教授 運動物体の捕捉に関する認知・予測特性と運動制御特性の
解析

基盤研究🄒 地神　裕史 理工学部 准教授 無意識に処理される視覚情報によって生じる生体反応の生
理学的解析とスポーツへの応用

基盤研究🄒 細越　淳二 文学部 教授 小学校体育授業担当者（学級担任、体育専科教員）の在り
方に関する総合的研究

基盤研究🄒 佐々木　浩 文学部 准教授 フィットネス教育を基盤とした小学校体つくり運動の学習
プログラムの開発

若手研究 齊藤　良子 政経学部 講師 言語学習による日韓・日中のイメージ良化要因研究
若手研究 布田　　徹 理工学部 講師 量子ウォークの作用素論的研究

若手研究　転入 桐越　仁美 文学部 講師 西アフリカにおけるイスラーム系移民の危機回避に関する
人類学的研究

若手研究　転入 板山　真弓 政経学部 講師 新たな同盟像の提示に向けて－「対称・非対称ハイブリッ
ド型同盟」としての日米同盟

研究活動ス
タート支援 松浦　孝明 文学部 准教授 肢体不自由児者の移動視標に対する位置認知・位置予測特

性と眼球運動特性の分析
研究活動ス
タート支援 本間　貴子 文学部 講師 米国における知的障害教育カリキュラムの確立とその継承・

課題に関する研究

基盤研究🄑 沼本　宏俊 体育学部 教授 古代メソポタミア北部における歴史時代の物質文化の研究
ー日本隊の発掘資料を中心にー

基盤研究🄑 橋本　隆雄 理工学部 教授 文化的遺産である熊本城石垣の耐震性能を備えた修復のた
めの研究

基盤研究🄒 河田　英介 政経学部 講師 アーネスト・ヘミングウェイ短編作品における文体美学と
リアリズムの体系的研究

基盤研究🄒 藤森　　馨 文学部 教授 出雲国造北島家文書の総合的研究

基盤研究🄒 本山　雅弘 法学部 教授 デザイン保護に関する意匠法保護秩序の特色とその合理性
に関する基礎的研究

基盤研究🄒 水野由香里 経営学部 教授 既存技術を活用した新事業領域の探索と既存事業領域の知
を活用した新技術の探索

基盤研究🄒 大橋　隆弘 理工学部 教授 慣用せん断と摩擦攪拌成形(ＦＳＦ）の組み合わせによる革
新的異種材料接合技術

基盤研究🄒 酒井　平祐 理工学部 准教授 低電圧駆動有機トランジスタの駆動原理解明とセンシング
デバイスへの応用

基盤研究🄒 金子　真人 文学部 教授 発達障害に併存する視覚性認知機能障害の早期検出と実用
性の研究

基盤研究🄒 河野　　寛 文学部 准教授 筋力トレーニングに伴う動脈硬化機序の解明－動脈粘性の
役割に注目して

基盤研究🄒 羽田　克彦 体育学部 准教授 分子栄養医学に基づいたアスリートに特有な代謝障害の解
明

基盤研究🄒 後藤　貴浩 文学部 教授 スポーツ人材の地域への定着過程と生活実践

基盤研究🄒 和田　匡史 理工学部 教授 加温によるヒートショックプロテイン発現が睡眠、競技パ
フォーマンスを改善する可能性

基盤研究🄒 日下部辰三 体育学部 教授 頚動脈小体シナプス可塑性を応用した本態性高血圧治療法
および予防法の開発

若手研究 久保田裕次 文学部 講師 近代日本の「経済大国化」に関する基礎的研究―大正期を
中心に―

若手研究 鈴木　佑記 政経学部 講師 南海産品の管理・生産・販売をめぐる実証的研究―タイと
ミャンマーの漁民を事例として

若手研究🄑　転入 川本　哲也 文学部 講師 「家族における養育行動の機能性と適応的意義：進化心理
学的検討

基盤研究🄒 林　　一雅 法学部 講師 オンラインとオフラインの学習履歴データを統合したダッ
シュボードの開発と評価

　合計５０件　新規採択１５件（うち転入 １件）、継続課題３５件（うち転入 ３件、期間延長 １件）

令和 ２ 年度 科学研究費助成事業採択課題一覧

令和₂年度科研費 ５０件に６４７７万円交付
情報通信業9.0％

卸売・小売業
18.1％

サービス業
22.0％

公務13.4％

建設業5.6％

運輸業・郵便業
2.8％

製造業5.6％

その他1.0％

不動産業7.2％医療・福祉業2.6％

金融・保険業
4.2％教育・学習

支援業8.5％



令和 ２年（２０20年）７月２5日（土曜日）国　士　舘　大　学　新　聞年4回・25日発行第５21号 〈６〉

高
校
は
、
同
26
日
に
行
わ
れ

る
予
定
の
二
回
戦
を
皮
切
り

に
、
昨
秋
に
続
く
東
京
制
覇

を
目
指
す
。

開
催
す
る
「
夏
季
東
西
東
京

都
高
等
学
校
野
球
大
会
」が
、

７
月
１８
日
に
開
幕
し
た
。
西

大
会
第
一
シ
ー
ド
の
国
士
舘

は
６
月
12
日
、
延
期
と
な
っ

て
い
た
リ
ー
グ
戦
の
開
幕
を

他
の
競
技
に
先
駆
け
て
正
式

決
定
し
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
対

策
の
観
点
か
ら
、
前
期
リ
ー

グ
の
全
試
合
は
茨
城
県
内
で

の
集
中
開
催
と
し
、
万
全
の

安
全
対
策
を
講
じ
た
上
で
無

観
客
試
合
に
て
実
施
さ
れ
る
。

　
２
０
２
０
年
度
の
関
東
大

学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
が
７

月
４
日
に
開
幕
し
た
。
本
学

は
同
５
日
、
流
通
経
済
大
学

龍
ケ
崎
フ
ィ
ー
ル
ド
（
茨
城

県
龍
ケ
崎
市
）
で
行
わ
れ
た

桐
蔭
横
浜
大
と
の
開
幕
戦
を

戦
い
、
２
年
ぶ
り
の
１
部
復

帰
を
果
た
し
た
。

　
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
連
盟

延
期・中
止
の
競
技

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
中
止
や
延
期
と
な
っ
た

主
な
大
会
。
最
新
情
報
は
各
連

盟
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※
延
期
日
程
は
７
月
20
日
現
在

【
柔
道
】

●
全
日
本
学
生
優
勝
大
会（
中
止
）

●
全
日
本
選
手
権
（
延
期
、
詳

細
未
定
）

●
全
日
本
選
抜
体
重
別
選
手
権

（
延
期
、
詳
細
未
定
）

【
陸
上
競
技
】

●
日
本
選
手
権
（
１０
月
１
～
３

日
に
延
期
／
混
成
競
技
は
９
月

２６
日
・
２７
日
に
延
期
）

●
日
本
学
生
個
人
選
手
権（
中
止
）

●
関
東
学
生
対
校
選
手
権
（
延

期
、
詳
細
未
定
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
】

●
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権

（
中
止
）

●
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
カ
ッ
プ
（
中
止
）

【
硬
式
野
球
】

●
東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
（
中
止
）

【
剣
道
】

●
全
日
本
学
生
選
手
権
（
中
止
）

●
関
東
学
生
選
手
権
（
中
止
）

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
】

●
関
東
学
生
春
季
リ
ー
グ
戦
（
中

止
）

【
新
体
操
】

●
東
日
本
学
生
選
手
権
（
中
止
）

【
空
手
道
】

●
全
日
本
学
生
選
手
権
（
中
止
）

●
東
日
本
大
学
選
手
権
（
中
止
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

●
関
東
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
（
中

止
）

●
東
日
本
大
学
選
手
権
（
中
止
）

【
体
操
競
技
】

●
全
日
本
選
手
権
（
中
止
）

●
全
日
本
種
目
別
選
手
権（
中
止
）

【
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

●
関
東
大
学
選
手
権
（
中
止
）

【
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ

ミ
ン
グ
】

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２

０
（
中
止
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

●
東
京
都
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦

（
中
止
）

【
準
硬
式
野
球
】

●
東
都
大
学
準
硬
式
野
球
春
季

リ
ー
グ
戦
（
中
止
）

を
持
っ
て
行
動
し
部
活
を
成

り
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
週
１
回
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
現
状

を
報
告
し
、
時
に
は
た
わ
い

な
い
会
話
で
笑
い
あ
い
、
い

ま
だ
に
会
え
て
い
な
い
１
年

生
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で

学
年
関
係
な
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
私
た
ち
と
一
緒

に
音
楽
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
準
備
期
間
は
少
人
数

で
活
動
す
る
私
た
ち
に
と
っ

て
一
人
一
人
の
責
任
が
大
き

く
、
ま
た
演
奏
会
に
対
す
る

意
識
の
ず
れ
か
ら
部
員
同
士

の
衝
突
も
多
く
て
辛
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

み
ん
な
で
演
奏
し
て
い
る
と

き
は
と
て
も
楽
し
く
、
部
員

同
士
も
し
っ
か
り
と
向
き
合

う
こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今

で
は
部
員
一
人
一
人
が
責
任

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
指
導

者
と
と
も
に
対
策
を
練
り
３

密
を
避
け
、
安
全
面
を
最
優

先
に
し
た
上
で
、
こ
の
状
況

下
で
も
で
き
る
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
４
年
生
で
部
活
動
も

集
大
成
と
な
り
ま
す
。
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
全
員
で

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
次
の

箱
根
駅
伝
で
良
い
結
果
を
残

せ
る
よ
う
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
が
大
会
当
日
に
良

い
走
り
が
で
き
る
よ
う
、
選

手
フ
ァ
ー
ス
ト
を
心
掛
け
て

行
動
し
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
総
合
19
位
と
悔
し
い
順
位

に
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん

ど
の
区
間
で
国
士
舘
記
録
を

更
新
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、

チ
ー
ム
の
目
標
は
あ
く
ま
で

も
シ
ー
ド
権
獲
得
で
す
。
ま

ず
は
10
月
に
行
わ
れ
る
予
選

会
を
勝
ち
抜
き
、
本
戦
で
は

必
ず
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が
困
難

こ
と
を
当
た
り
前
に
こ
な

し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
音

楽
を
楽
し
む
」
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
予
定
し
て
い
た
演

奏
会
は
主
将
を
中
心
に
部
員

が
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を
重

ね
ま
し
た
。
一
つ
の
演
奏
会

を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、

日
々
の
練
習
に
加
え
、
チ
ラ

シ
な
ど
の
作
成
・
配
布
、
演

奏
会
の
告
知
、
ス
タ
ッ
フ
・

会
場
の
手
配
な
ど
、
多
く
の

時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　
副
将

�

堀
田
真
鈴
（
政
経
４
年
）

　
吹
奏
楽
部
は
現
在
９
人
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
は
年
２
回
開
催
す
る

演
奏
会
を
中
心
に
、
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
や
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
パ
レ
ー

ド
や
地
域
に
密
着
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
招
待
演
奏
、
ス
ポ
ー

ツ
の
応
援
や
学
校
行
事
で
の

演
奏
な
ど
が
あ
り
、
活
躍
の

場
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
「
当
た
り
前
の

の
体
重
と
体
調
の
状
況
を
定

期
的
に
記
録
し
監
督
・
コ
ー

チ
に
報
告
し
て
い
ま
す
。
選

手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
管
理

も
重
要
な
仕
事
で
す
。

　
私
が
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し

よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
、
箱
根
駅
伝
に
対
す
る
憧

れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
箱

根
駅
伝
と
い
う
レ
ベ
ル
の
高

い
大
会
で
戦
う
選
手
た
ち
を

見
て
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

い
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て

入
部
し
ま
し
た
。

　
前
回
の
箱
根
駅
伝
で
は
、

　
主
務

�

井
出
　
颯
（
21
ア
４
年
）

　
陸
上
競
技
部
駅
伝
部
門
は

現
在
、
選
手
75
人
と
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
７
人
で
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
は
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
の
中
で
駅
伝
主
務
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
主
な
仕

事
は
、
練
習
時
の
タ
イ
ム
計

測
や
大
会
の
申
し
込
み
、
そ

し
て
本
学
で
行
わ
れ
る
競
技

会
の
開
催
な
ど
で
す
。
朝
練

習
か
ら
参
加
し
、
給
水
用
の

ボ
ト
ル
を
準
備
し
て
、
選
手

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た

が
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
全

員
で
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て

戦
い
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

　
昨
年
１１
月
の
秋
季
都
大
会

で
優
勝
を
果
た
し
た
本
校
は

２
年
連
続
と
な
る
セ
ン
バ
ツ

出
場
を
決
め
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
う
大
会
中
止
で
、

甲
子
園
の
土
を
踏
む
こ
と
が

か
な
わ
な
か
っ
た
。

　
甲
子
園
交
流
試
合
は
８
月

１０
日
に
開
幕
し
計
６
日
間
の

日
程
で
各
校
一
試
合
ず
つ
行

わ
れ
る
予
定
で
、
本
校
は
同

15
日
に
磐
城
高
等
学
校
（
福

島
）
と
対
戦
す
る
。
感
染
拡

大
防
止
策
を
万
全
に
す
る
た

め
、
無
観
客
試
合
で
開
催
さ

れ
る
。

都
大
会
も
開
幕

　
東
京
都
高
野
連
が
独
自
に

国
士
舘
高
校

　
日
本
高
校
野
球
連
盟
（
高
野

連
）
は
６
月
１０
日
、
中
止
と
な

っ
た
第
９２
回
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
（
セ
ン
バ
ツ
）
に
出
場

予
定
だ
っ
た
国
士
舘
高
校
を
含

む
全
国
３２
校
を
８
月
に
阪
神
甲

子
園
球
場
に
招
き
、「
２
０
２
０

年
甲
子
園
高
校
野
球
交
流
試

合
」
を
開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

　
国
士
舘
高
校
は
正
式
に
同
大

会
へ
参
加
を
表
明
し
た
後
の
６

月
１６
日
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
野

球
場
で
練
習
を
報
道
陣
に
公
開

し
、
永
田
昌
弘
監
督
や
主
将
の

鎌
田
州
真
選

手
（
写
真

左
）、
エ
ー

ス
の
中
西
健

登
投
手
（
同

右
）
ら
が
取

材
に
応
じ

た
。
鎌
田
主

将
は
「
甲
子

園
で
プ
レ
ー

　
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｋ
Ｓ
Ｐ

Ｃ
）
は
４
月
、
動
画
配
信
サ
イ
ト
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
「
国

士
舘
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
設
し
た
。

　
現
在
公
開
し
て
い
る
の
は
、
本
学
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
を
紹
介
す
る
動

画
や
、
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
、
運
動
時
の
熱
中
症
対
策
に
関
す
る
動
画
な
ど

で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
当
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
今
後
も
本
学
学
生
や
ご
父
母
、
卒
業

生
に
よ
る
大
学
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
応
援
文
化
醸
成
を
目
的
と
し

て
、
定
期
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ほ
か
、
大
学
ス

ポ
ー
ツ
の
最
新
情
報
な
ど
の
配
信
を
予
定

し
て
い
る
。

「
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
閲

覧
は
こ
ち
ら�

　
自
粛
期
間
中
に
意
識
し
て
い
た
の
は
、
週

に
１
回
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
所
属
者
も
含

め
各
学
年
の
選
手
た
ち
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ

オ
通
話
で
話
す
機
会
を
持
つ
こ
と
で
す
。
保

護
者
の
皆
さ
ま
と
も
頻
繁
に
連
絡
を
取
る
こ

と
を
心
掛
け
て
い
ま
し
た
。

■
重
要
な
の
は
「
ど
う
と
ら
え
る
か
」

　
現
況
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
逆
境
だ
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
け
が
を
治
す
時
間
や
家

族
全
員
と
過
ご
せ
る
大
事
な
時
間
と
と
ら

え
、
新
体
操
へ
の
情
熱
を
改
め
て
実
感
し
た

選
手
も
大
勢
い
ま
す
。

　
い
ま
私
が
伝
え
た
い
こ
と
は
、
ど
ん
な
こ

と
で
も
「
ど
う
と
ら
え
る
か
」
が
最
も
重
要

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
回
の
こ
と
も
「
悪

影
響
」
と
と
ら
え
る
の
か
、「
さ
ら
に
向
上

す
る
た
め
の
時
間
を
も
ら
え
た
」
と
い
う
と

ら
え
方
を
す
る
の
か
で
、
そ
の
後
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。私
た
ち
は
絶
対
に
後
者
で
す
。

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

よ
り
、
時
に
は
影
響
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
に
は
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、
自
分
の
道
を

進
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
共
に
自
分
の
道
を

信
じ
、
前
に
進
み
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

生
の
大
切
な
４
年
間
を
預
け
て
く
だ
さ
る
保

護
者
の
皆
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ

と
も
再
認
識
し
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

■
自
主
的
な
新
体
操
部
の
選
手
た
ち

　
選
手
に
は
個
人
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
指
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼
女
た
ち
は
指

示
以
上
の
こ
と
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え

ば
、
各
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
し

て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
遠
隔
練
習
し
て
ね
と
指
示
す

■
自
粛
期
間
中
に
感
じ
た
こ
と 

　
本
学
新
体
操
部
の
選
手
や
保
護
者
の
皆
さ

ま
と
は
毎
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
海
外
の
審
判
や
友
人
と

も
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
、
互
い
の
現
状
を
報

告
し
合
っ
た
り
、研
究
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

■
コ
ロ
ナ
禍
の
受
け
止
め

　
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
歩
み
と
、

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
、
そ
し
て
自
分

の
欠
点
と
向
き
合
う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
自
分
と
深
く
向
き
合
う
時
間
を
い
た
だ

け
た
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
各
自
撮
影
し
た
動
画
を
部
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
に
送
り
合
い
、
練
習
内
容
を
共
有
も

し
ま
し
た
。
空
い
た
時
間
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使

っ
て
部
員
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

■
主
将
と
し
て

　
他
競
技
と
同
じ
よ
う
に
、
本
来
行
わ
れ
る

は
ず
の
大
会
が
す
べ
て
中
止
に
な
り
ま
し

た
。
レ
ス
リ
ン
グ
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

前
１０
時
頃
か

ら
１
～
２
時

間
程
度
で
す
。

　
午
後
は
就

活
の
た
め
の

勉
強
を
し
た

り
、
他
の
部

員
と
連
絡
を

取
り
合
っ
た

り
し
て
い
ま

し
た
。

ン
プ
や
野
球

と
い
っ
た
趣

味
関
連
の
動

画
を
見
る
こ

と
が
ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
り
ま
し
た
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
で
練
習
内
容
を
共
有

　
大
学
内
の
練
習
場
が
使
え
な
い
た
め
、
各

自
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
寮
の
駐
車
場
で

補
強
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。
午

■
趣
味
の
動
画
で
ス
ト
レ
ス
発
散

　
最
初
は
そ
こ
ま
で
重
く
受
け
止
め
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
感
染
者
が
増
え
る
に
つ

れ
危
機
感
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
近
く
の
ス

ー
パ
ー
に
行
く
の
も
怖
か
っ
た
で
す
。

　
外
に
出
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
部

屋
の
中
で
映
画
を
見
た
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
動
画
を
見
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
キ
ャ

な
と
こ
ろ
な
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
不
安
な
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

就
活
を
控
え
た
皆
さ
ん
も
と
て
も
不
安
で
し

ょ
う
。
皆
さ
ん
に
与
え
ら
れ
た
学
び
の
時
間

や
生
活
ス
タ
イ
ル
は
こ
の
状
況
で
変
化
し
た

と
思
い
ま
す
が
、
受
け
入
れ
て
前
向
き
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
す
。
今
後
の
授
業
に

向
け
て
「
い
つ
で
も
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ぞ
」

と
い
う
準
備
を
共
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
も
皆
さ
ん
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

■
強
く
あ
り
続
け
る
た
め
に

　
延
期
に
な
っ
た
日
本
選
手
権
は
、
混
成
競

技
が
９
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

五
輪
選
考
に
は
直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
試
練
を
自
分
が
乗
り
越
え
た
と
証

明
す
る
場
が
必
要
だ
と
思
い
、
出
場
す
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。
勝
て
ば
９
回
目
の
日

本
選
手
権
優
勝
。
強
く
あ
り
続
け
る
た
め
、

五
輪
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
へ
の
き
っ
か
け
に
な

る
試
合
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
感
じ
て
い
る
の
で
、
や
る
気
は
今
ま
で
以

上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
基
本
的
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
は

持
た
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
環
境
が
な

く
て
練
習
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
環
境
を

工
夫
し
て
作
る
な
ど
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
言
葉

を
変
換
す
る
癖
づ
け
を
し
ま
し
た
。
進
化
し

た
自
分
を
試
合
で
表
現
す
る
こ
と
が
、
コ
ロ

ナ
後
の
新
た
な
目
標
に
な
り
ま
し
た
。

■
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
予
定
さ
れ
て
い
た
試
合
が
中
止
と
な
っ
て

ど
、
家
族
と

の
時
間
を
大

切
に
し
ま
し

た
。

　
学
び
の
時
間
は
必
ず
作
る
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
読
書
を
す
る
、
競
技
の
動
画
を
見

て
分
析
を
す
る
な
ど
、
自
分
の
時
間
を
作
る

こ
と
が
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
し
た
。

■
東
京
五
輪
延
期
を
受
け
て

　
東
京
五
輪
に
向
け
て
４
年
間
ピ
ー
ク
を
合

わ
せ
て
き
た
の
で
最
初
は
戸
惑
い
も
あ
り
ま

■
自
粛
期
間
中
の
過
ご
し
方

　
自
宅
で
は
高
負
荷
の
練
習
が
で
き
な
い
代

わ
り
に
、
腕
立
て
伏
せ
や
腹
筋
な
ど
の
自
重

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
て

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　
自
粛
期
間
中
は
朝
６
時
に
起
き
夜
１０
時
に

は
寝
る
と
い
う
生
活
で
し
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
一
日
３
時
間
以
内
に
し
、
そ
の
他
の
時

間
は
娘
と
の
お
菓
子
作
り
や
工
作
、
料
理
な

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見

え
ず
ほ
と
ん
ど
の
試
合
や
大
会
が
中
止

や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
２
０
２
０

年
上
半
期
。
し
か
し
そ
ん
な
状
況
を
前

向
き
に
受
け
止
め
、「
少
し
で
も
前
へ
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
続
け
て
い
る
ア
ス

リ
ー
ト
が
本
学
に
も
大
勢
い
ま
す
。
今

回
は
、本
学
に
所
属
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
・

指
導
者
・
学
生
に
書
面
を
通
じ
て
取
材

を
行
い
、
自
粛
期
間
を
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
、
何
を
思
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ

の
先
に
何
を
見
出
し
た
か
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

コロナ自粛、東京五輪開催延期…アスリートそれぞれの思い

それでも前へ 上へ
学
生
と
し
て

�

レ
ス
リ
ン
グ
部
主
将　

阿
部 

敏
弥
選
手

ン
が
下
が
ら
な
い
よ
う
、
レ
ス
リ
ン
グ
の
動

画
を
見
て
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
い
ま
し
た
。

　
部
員
に
は
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
こ
と
と
、
部
内
か
ら
感
染
者
が
出

な
い
よ
う
、
不
要
な
外
出
は
控
え
る
よ
う
に

伝
え
て
い
ま
し
た
。

■
東
京
五
輪
延
期
に
つ
い
て

　
再
度
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
予
選
会
が
行

わ
れ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

出
場
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
国
士
舘
ア
ス
リ
ー
ト
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
コ
ロ
ナ
禍
は
必
ず
収
束
し
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
の
試
合
に
目
標
を
定

め
て
今
や
る
べ
き
こ
と
に
精
一
杯
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。
引
退
が
近
づ
い
て
い
る
４
年
生

も
、
競
技
か
ら
離
れ
ず
に
常
に
前
を
向
い
て

い
て
ほ
し
い
で
す
。

■
新
た
な
気
づ
き

　
コ
ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
以
前
の
よ
う
に
練

習
や
授
業
が
で
き
て
い
た
環
境
が
決
し
て
当

た
り
前
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ま
与
え
ら
れ
て
い
る
環
境
に

感
謝
し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
粛
期
間
中
に
学
ぶ
こ
と
の
楽
し

さ
を
実
感
で
き
た
の
で
、
興
味
の
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

■
今
後
の
目
標
、
意
気
込
み

　
直
近
の
目
標
は
１２
月
に
行
わ
れ
る
予
定
の

全
日
本
選
手
権
で
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
今
ま
で

以
上
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
の
あ
り
が
た
さ
に
気
づ
け
た

あべ・としや
　体育学部 ４年／帝京高／２０１９
年世界ジュニア選手権優勝、Ｊ
ＯＣジュニアオリンピックカッ
プ優勝など

し
た
が
、
今

ま
で
も
多
く

の
挫
折
や
ア

ク
シ
デ
ン
ト

を
経
験
し
て

き
た
の
で
、

心
が
折
れ
る

こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し

た
。む
し
ろ
、

１
年
延
期
に

な
っ
た
こ
と

に
自
分
の
中

で
メ
リ
ッ
ト

た
め
息
を
つ
い
た
り
、
目
標
を
失
っ
て
や
る

気
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

普
通
の
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
、
私
も
そ
の
一
人

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
感
情
や
言
葉
は
人
を
前
進
さ
せ
ま
せ
ん
。

や
る
気
が
出
な
け
れ
ば
、
仲
間
と
話
し
た
り

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
き

ま
す
。
一
番
大
事
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
か
に
瞬
発
的
に
行
動
で
き
る

か
で
す
。
今
か
ら
で
も
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
緒
に
成
長
す
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
在
学
中
の
学
生
た
ち
へ

　
特
に
大
学
１
年
生
は
、
ま
だ
大
学
が
ど
ん

ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て

�

陸
上
競
技・十
種
競
技　

右
代 

啓
祐
選
手

学
び
の
時
間
作
り
ス
ト
レ
ス
解
消

うしろ・けいすけ
　体育学部講師／札幌第一高─国士舘大
─同大学院／アジア大会 ２連覇、 ２大会
連続五輪出場、日本選手権優勝 ８回など

指
導
者
と
し
て

�

新
体
操
部
女
子　

山
本 

里
佳
監
督

る
と
、
毎
日
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
う
れ
し
そ
う

に
練
習
し
て
い
る
動
画
を
送
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
れ
を
新
体
操
部
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
す
る
提
案
を
し
た
と
こ

ろ
、
選
手
た
ち
が
自
主
的
に
「
こ
の
事
態
で

苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
を
励
ま
す
動
画
を
作

り
た
い
」と
話
し
合
い
、競
技
の
枠
を
超
え
て

広
く
皆
さ
ん
に
訴
え
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
を
作
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
素

晴
ら
し
い
選
手
た
ち
を
指
導
で
き
て
い
る
こ

と
を
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。

昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
日
ご
ろ
か

ら
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

改
め
て
気
づ
い
た
だ
け

で
な
く
、
こ
ん
な
に
た

く
さ
ん
の
選
手
が
全
国

か
ら
集
ま
っ
て
き
て
く

れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
私
を
信
頼
し
て
人

保
護
者
の
信
頼
感
も
再
認
識
で
き
た

やまもと・りか
　体育学部准教授／東京女子体
育大／日本ナショナルチーム団
体コーチなどを経て２０１１年より
本学女子新体操部監督

うれしい！ 〝一日甲子園〟スポーツチャンネルで配信

運
動
部
の
最
新
情
報 

動
画
に

サ
ッ
カ
ー
部 

１
部
復
帰 

リ
ー
グ
開
幕

吹奏楽部
№３８

陸上競技部（駅伝）

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
優
勝
し
ベ
ル
ト
を

掲
げ
る
（
２
０
１
９
年
）

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
陸
上
競
技
場
で
練
習
に

打
ち
込
む
（
２
０
１
９
年
）

本
学
の
活
動
指
針
に
基
づ
き
再
開
し

た
新
体
操
部
の
練
習
で（
６
月
３０
日
）

左から３人目が執筆者 前列左端が執筆者
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